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        第一章　華と椿


　やけに溌剌はつらつとした音楽が耳元で鳴り響いている。

「んん……」

　華沢はなざわ　すみれは目を瞑つむったまま手探りでスマートフォンのアラームを止めて身を起こし、大きく伸びをした。

　開けっ放しだったカーテンの窓から陽ひの光が射していた。今日もよい天気だ。

　ベッドから抜けだしたすみれは洗面所へと直行する。狭いワンルームなので数歩、歩けば洗面台の前に到着する。

　顔を洗って着替えを済ませ、昨夜の残り物のサラダを食べてアパートを出る。今年の四月に入学したばかりの大学へは徒歩十分ほどだ。

　幹線道路からは三本ほど奥まった場所にあるこの住宅街はいつも静かだ。木洩れ日の下を、蝉せみの声を聞きながら歩いていると、日本家屋が見えてくる。

（あ、今日もいる）

　朝はたいてい、その家のおばあさんが玄関で打ち水だったり掃はき掃除だったりをしているのでいつも挨拶している。

　いまどき珍しく、彼女はいつだって着物に割烹着姿かっぽうぎすがただ。某長寿アニメのお母さんを彷彿ほうふつとさせる。

「おはようございま～す」

「ああ、おはようございます。今日も暑くなりそうねぇ」

「そうですね～」

「お気をつけて行ってらっしゃい」

「はい、行ってきます」

　ワンルームのボロアパートから大学へと通いはじめて五カ月ほど経つが、これまでおばあさんの姿しか見たことがないし、旦那さんや子どもさんの話も聞かない。だからきっと一人暮らしだ。

　小田津おだつ女子大学に着いたすみれは校門をくぐり、構内を見まわす。

（ほんと、広い大学――）

　学部によって棟が分かれており、大きな建物がいくつも点在している。図書館や食堂もまたそれぞれ独立した建物だ。

　校門から入ってすぐのところにある図書館には在学生だけでなく一般の人も立ち入ることができる。大きなショートケーキを思わせる扇形の、一風変わった建物である。

「おはよ～」

　文学部棟の講義室で教科書やノートを広げていると、友人の秋次あきつぐ　紅葉もみじが隣に座った。

「おはよう、紅葉」

　紅葉は椅子に腰を下ろすなり授業の準備もそこそこに口を開く。

「ねぇすみれ、知ってた？　この大学の隣にある古い家に幽霊が出るんだって！　すみれのアパートからの通り道だよね？」

　唐突にそんなことを言われたすみれはきょとんとする。

「ああ、おばあちゃんが住んでるあの日本家屋？　私、ほぼ毎日挨拶してるけど……おばあちゃん、ニコニコして気さくな感じだよ？」

　幽霊に悩まされていたり怯えていたりするようすはいっさい見られない。

「え～っ？　でもすっごい有名な噂らしいよ？」

「噂は噂ってことじゃない？」

　そうこうしているうちに講師が入ってきて、授業が始まった。

　一日の講義を終えて大学を出る。小田津大学は履修科目が多く、毎日みっちりとカリキュラムが組まれているので、すみれはいつも太陽が沈む頃に例の日本家屋前を通りすぎる。

　薄暗い住宅街を不気味だと思ったことは一度もなかった。向かいから来る車のライトが眩まぶしい。そうして不意に紅葉の言葉がフラッシュバックする。

（幽霊なんて――）

　立ち止まり、すみれはひとり「いるわけない」と呟つぶやく。

　ザザ……と木々がざわめき立つ。風の吹く方向へと飛んでいく紫色の蝶を目で追う。誘われるように生け垣を見た。

　深緑色の葉の向こうにだれかがいる。縁側に佇たたずんでいる。長い黒髪と着物の袖そでが風になびいていて、目が離せない。

　ザザァッというひときわ大きな木の葉の擦れる音とともに強い風が吹き、とっさに目を閉じる。ふたたび目を開ける頃にはもう少女の姿はなかった。

「えっ……？」

　生け垣の向こう側へ目を凝らすが、やはりだれもいない。

（見間違い……かな）

　きっとそうだ。すみれは「うん、うん」と頷いて歩きだす。

　ところが夕食を作っているあいだも、お風呂でシャワーを浴びているあいだもずっと気になって仕方がなかった。

　そうして次の日の朝になる。

（……ぜんぜん眠れなかった）

　のろのろと歩いて洗面台の鏡の前に立ったすみれは目の下のクマにコンシーラーを塗り込め、トーストをかじってからアパートを出た。

　昨日からずっと、少女の姿が頭にこびりついて離れない。

　こういう日に限っておばあさんと遭遇しないものだから嫌になる。ふだんよりも家を出るのが遅かったせいだ。

　講義室に着くと、すみれは先にいた紅葉に力なく「おはよう」と声をかけた。

「なんかやつれてない？」

　あっけらかんとした調子で言う紅葉が憎たらしくなってくる。もとはといえば紅葉があんな話をするからだ。

「幽霊……見たかも」

「ええっ!?」

　紅葉は驚きを露あらわに大きく目を見開き、すみれに向かって身を乗りだす。

　恐怖と好奇心が滲にじんだような顔――すみれにはそう見えた――をして「どんなふうだった!?」と訊きいてくる。

「ええと……着物を着た女の子。でも足は、ちゃんとあった」

「噂で聞いたのと同じだ！　やっぱりそうなんだよ～！」

「いやいやまさか」

「まさかって、見たのはすみれでしょ！」

「うっ……」

　一晩たってもなおはっきりと思いだせる。

　どこか儚げな立ち姿はたしかに、この世のものとは思えないほど綺麗きれいだった。

　そしてどういうわけか、もう一度会いたいと思ってしまっている。

「――そういうわけで、確かめてきて？」

　上の空だったすみれは「えっ？」と声を上げる。

「だから、帰り道にその家に寄って確かめてきてよ」

「私が？　ひとりで!?」

「だって私、今日はバイトなんだもん」

「じゃあ紅葉のバイトが休みのときに一緒に行こうよ」

「あ、あー明日もバイトだったかも～」

「ちょっと紅葉！　怖いだけなんじゃないの？」

「そっ、そんなことないよ。とにかく、気になるから今日行ってきて！　で、真相がわかったらすぐ教えてねっ！」

　すみれは心の中で「そんなぁ！」と叫ぶ。授業が始まってしまったので大声は出せない。

　その日は講義を受けているあいだも、少女のことが気がかりでならなかった。

（でも私も気になる。あのおばあちゃんの家に寄ってみよう）

　紅葉に言われたからという理由だけでなく、自分自身も『少女の正体を突きとめたい』という気持ちが多分にある。

　一日の講義が終わるとすみれは素早く荷物をまとめて大学を出た。

　日本家屋に近づくにつれて胸がドキドキと高鳴る。

（おばあちゃん、玄関先にいないかな？）

　しかしそう都合よくはいかない。夕方だ。食事の支度でもしているのだろう。どこからともなく醤油しょうゆの香りが漂ってくる。

　ドッドッドッ……と心臓が早鐘を打つのを感じながら、門の格子戸の脇にあるチャイムを押す。

　するとすぐに中から「は～い」という声が返ってきた。門外から家の敷地内をよく見れば、台所と思おぼしき部屋の小窓が開いているのがわかった。

「あら、こんにちは」

　玄関の引き戸がカラカラと乾いた音を立てて開ひらき、おばあさんが顔を出した。サンダルを履いた割烹着姿のおばあさんは、続いて門の格子戸も開く。

「お忙しい時間にすみません。あ、あの……このおうちに……その、着物を着た女の子がいるのを見かけたんですけど……」

「ええ、いますよ。孫娘が」

「えっ!?」

「えっ？」

　ふたりは同時に目を丸くする。

「てっきり一人暮らしなのかと――」

「ふふ、椿つばきはめったに外に出ないから」

　おばあさんは目尻に皺しわを作って朗らかに笑う。

「ねえ……そうだ。あなた、椿の家庭教師をしてくれない？」

「へっ？」

「あなた――ええと」

「あ、申し遅れました。華沢すみれといいます」

　するとおばあさんは「私は山野やまの　菊子きくこです」と自己紹介した。

「すみれさんは小田津大学の学生さんでしょう。じつはね、孫娘にも小田津大学に入ってもらいたいって思ってるの。これもなにかのご縁だわ。夕飯、食べていきなさいな。ちょうどできたところなのよ」

「いえ、でも」

「ご予定があった？」

「そういうわけでは」

「それじゃあぜひ。さあさあ、どうぞ」

「は、はい――お邪魔します」

　まさか家に上がり込むことになるとは思ってもみなかった。

　居間に通され、畳の上に正座する。障子しょうじの向こうに人影が映った。音もなくスウッと障子が開ひらいて、着物姿の少女が現れる。とたんにドキッと胸が鳴った。

（ドキッてなによ、ドキッて！）

　自分の心臓にツッコミを入れつつ、ひとまず笑みを携たずさえる。ところが少女は踵きびすを返して行ってしまった。

「ごめんなさいね。椿は極端な人見知りで」

「い、いえ……お気になさらず」

　すみれは笑顔を引きつらせる。

「椿の部屋へ食事を運んでくるわね」

　そう言って菊子は長方形のトレイに食事を載せて居間を出ていったあと、五分ほど経ってから戻ってきた。

「待たせちゃって悪いわね。さあ食事にしましょう」

　菊子は少女――椿の部屋で家庭教師云々うんぬんの話でもしてきたのだろうか。食事を運ぶだけにしては遅かった。

　菊子は手際よく居間の円卓に料理を並べていく。配膳くらいは手伝わねばと立ち上がったが「お客様は座ってらして」と言われたので、円卓の前で料理を眺めていることにした。

「んんっ……美味しい！」

　一人暮らしを始めてからはサラダやトーストなど、シンプルなものしか口にしていなかったせいもあり、煮物や和あえ物の濃すぎず薄すぎずの絶妙な味付けに舌鼓したつづみを打った。

　食事をしているあいだは椿について話を聞いた。

「菊子さん。家庭教師のお話ですけど、私でよければお引き受けします」

「まあっ、ありがとう！」

　こんなに美味しいごはんをごちそうになったのだ。おいそれとは断れない。

「お孫さんの――椿ちゃんのお部屋に行ってもいいですか？」

「もちろんどうぞ。こっちよ」

　食事中は和やかだったのに、椿の部屋に近づくにつれて緊張感が高まる。

心臓がバクバクと速い脈を刻んでいる。人と会うのに、これほど緊張したことはいままでなかった。

（私もじつは人見知りだったのかな）

　他人事のように考えながら菊子の後ろを歩く。

　板張りの廊下には襖ふすまの向こうから明かりが漏れていた。

「椿？　すみれさんがいらしたわよ」

　菊子は緩くほほえんで頷うなずいたあと、台所のほうへと戻っていった。

　彼女の口ぶりからしてやはり、先ほど菊子が食事を運んだときに前もって説明したものと思われる。

　部屋からはなんの返事もなかった。

「……椿ちゃん？　入るね」

　襖を開けると、椿は八畳ほどの部屋の隅で正座をして本を開いていた。空からの皿が載ったトレイが襖の側に置いてある。

　畳の上には本棚や箪笥たんすが置かれ、正面の壁には衣紋掛えもんかけがあり、花柄の着物が袖を広げた状態で掲げられていた。

（椿ちゃんは和柄が好き……みたい）

　彼女のすぐ目の前にある机には和柄の花のブローチがいつくも並べられている。

「菊子さんから少し聞いてるかもしれないけど……椿ちゃんの家庭教師をすることになった華沢すみれです。よろしくね」

　ところがというか案の定というか、返ってくる言葉はなかった。

　薄緑色の無地の着物を着た椿は置物のごとく微動だにしない。先ほど居間で菊子に聞いた話だと、高校へは行かず家に引きこもって本ばかり読んでいるのだという。

（ええと……なにか話題は）

　本棚を見まわすものの知っている本はなかった。純文学というような、小難しそうなものばかりだ。

　すみれは顎に手を当ててしばし逡巡したのち、

「ところで椿ちゃんっていくつなの？」

　頭に浮かんだ疑問をそのままぶつけた。しかし椿は答えない。

（む、無視……）

　これほどあからさまだと、かえって清々すがすがしい。

（けど、少しでも話がしたい）

　なにか椿の興味を惹く話題はないだろうかと考えあぐねていると、椿は急にすっくと立ち上がり本棚へと歩いていった。

　目を見開いたまま静観していると、椿は無言で問題集を突きだしてきた。表紙には『難問レッスン』と書かれている。

「どれかテキトーに選んでください」

　問題集を受け取ったすみれはパラパラとページをめくり「じゃあこれ」と問題を指し示した。

　椿は文机ふみづくえの前に正座して鉛筆を握る。間もなくして立ち上がり、ページを見せつけてきた。

「あってますか？」

「――うん、正解だね」

　椿は高校三年生の難問を、ものの数分で解いてしまった。

「そういうわけですから私に家庭教師は必要ありません。帰ってください」

「えっ？　やっ、ちょっと待って」

　グイグイと背を押され、部屋からピシャリと閉めだされてしまう。といっても、襖で仕切られた部屋なのだ。鍵を掛けることはできない。それなのに、すみれにはその襖をもう一度開ける勇気が持てなかった。

（あんまりしつこくしても嫌われるだけだよね……。出直そう）

　すみれは「はあぁ」とため息をついて居間へ歩く。

（椿ちゃん、勉強はできるみたい）

　菊子の要望――大学へ通うこと――を叶えるにはまず椿が高卒認定試験を受け、大学受験資格を得る必要がある。

　椿はきっとその気になればそれを得ることができる。すみれがランダムに選んだあの難問を短時間で解いたのだ。実力は十分だ。だが如何いかんせんやる気がない。

（菊子さんが私に依頼したのは、勉強を教えることじゃないんだ）

　学力を上げるのではなく、大学へ行こうという気にさせるために家庭教師を頼んだのではないだろうか。

　居間に戻ると、菊子が茶と菓子を用意して待っていた。すみれがすぐに居間へ戻ってくることになるのだとわかっていたようだった。

「どうぞ、座って」

「はい」と言いながら畳の上に座る。

（菊子さんと椿ちゃんって、あんまり似てない）

　顔立ちもさることながら菊子の物腰が柔らかいのに対し、椿はいささか攻撃的だ。

（まぁ私だって、いきなり「家庭教師です、よろしく」なんて言われてもすぐに「はいそうですか」なんてならないだろうし）

　椿が家に引きこもっているのにはなにか理由があるのだろうし、彼女が拒絶反応を起こすのも無理はない。

「すみれさん、これ」

　菊子が茶封筒を差しだしてくる。すみれは首を傾げながら封筒の中身を確かめる。一万円札が納められているのを見たすみれは慌てて茶封筒を菊子に返した。

「そんな、受け取れません。ろくに話もできなかったし」

「でも――」

　すみれはなおもぶんぶんと首を横に振って、受け取らないという意向を示す。すると菊子は眉根を寄せて「ごめんなさいね」と謝った。

「あの子、なかなか頑固なところがあるのよね……。もう十八になるのだけれどねぇ」

　もっと若いと思ったが、一歳しか違わないのか。

「私はもう老い先が短いからね。いつまであの子と暮らせるかわからない。だから大学に入って、きちんと働いて自立してもらいたいのよ。そりゃあ、いい大学に入ったからって生計を立てられるようになるかはわからないけれど」

　目を伏せてほほえむ菊子はどこか儚げだった。

「でもね……家に閉じこもってばかりじゃなくて、もっと見聞けんぶんを広めてほしい。それで見えてくるものも絶対にあると思うから。だからどうか……あの子が大学に入ってくれる気になるようにしてもらいたいの」

　やはりそうなのだ。求められているのは学力の向上ではなく、椿に『大学へ行きたい』という意思を芽生えさせることだ。

（でもどうやって？）

　人の心を意のままに動かすことなんてできない。かといって菊子だって、椿に嫌々大学へ通ってほしいわけではないだろう。

（まずは椿ちゃんと仲良くなって――それから考えよう）

　決意して茶を飲み、羊羹ようかんを食べる。口いっぱいに甘味が広がる。もともと和菓子は好きなほうだ。

「ねえ菊子さん。やっぱりお給料はいりません。勉強を教えるわけじゃないんだし」

「でもねぇ」

「じゃあこういうのはどうですか？　私がこのお家にお邪魔させてもらったときはこうしていつも美味しいお菓子とお茶をごちそうしてください」

「そんなことでいいの？」

「そんなことじゃないですよ。だってこのお菓子もお茶もすごく美味しいんだもん」

　すみれがニッと歯を見せて笑うと、菊子は困ったように――しかしどこか安心したように――顔をほころばせた。




　自宅アパートに戻ったすみれは入浴を済ませてベッドに寝転がり、椿について聞き及んだことを思いだしていた。

　椿が引きこもりになったのは、遊びにきた友人に「着物で出掛けるなんておかしい」「おばあさんと二人暮らしなんて変」と言われたことがきっかけらしい。

　しだいに自分のことを話さなくなり、クラスで浮いていき、学校へ行くのが億劫になっていたようだと菊子は言っていた。風邪で休んだあと、そのままずるずると学校へ行かなくなり高校も受験しなかったそうだ。

（でも、どうやって仲良くなればいいんだろう）

　着物姿で俯うつむいていた椿を思い浮べる。菊子はかつて和服店を経営していて、いまは親類に譲ったのだという。そうして現在は、着物の生地を使った洋服を売っているらしい。

　目を閉じてもずっと、椿の顔が脳裏に焼きついていた。彼女のことが気になって気になって、なかなか寝付けない。

（明日、講義が終わったらまた行ってみよう）

　とにかく顔を合わせないことには仲を深めようがない。

　翌日、大学での講義を終えたすみれは山野家へ直行した。

「あぁ、いらっしゃい」

「椿ちゃんに会いにきました」

「部屋にいますよ。さあどうぞ」

「ありがとうございます、お邪魔します」

　ところが、部屋へ行くとそこにはだれもいなかった。

「椿ちゃん？」

　呼びかけながら部屋の中に足を踏み入れる。昨日、椿が座っていた文机の前まで行くと、その箇所が温かいことに気がついた。この温もりは、ついさっきまでここに椿が座っていたというなによりの証拠だ。

（もしかして、私が来たから隠れちゃったとか？）

　すみれは腕組みをしてため息をつき、部屋を見まわす。

（困ったなぁ……）

　ふと本棚が目についた。

（よし、まずは共通の話題を見つける！）

　棚に並んでいる本のタイトルをスマートフォンにメモし、居間で菊子に茶と菓子をごちそうになってからその日は山野家をあとにした。




　次の日。講義の前に図書館へ立ち寄り、椿の部屋にあったのと同じ本を探して借りた。

　山野家へは寄らず自宅アパートに帰り、図書館で借りた本を読む。

　普段はライトノベル――それも百合と呼ばれるジャンル――ばかり読んでいて純文学のようなものはまったく読まないが、読んでみると思いのほか面白い。

　一冊を読み終わったすみれは図書館で続刊を探したが、置いていなかった。

（うーん、続きが気になる）

　椿と仲良くなるための第一歩として読書を始めたはずだが、いつのまにか物語にはまってしまっている。

　すみれは続き読みたさに山野家を訪ねた。

「菊子さん、すみません。椿ちゃんの部屋に置いてある本を読ませてもらいたいのですが」

「ええ、どうぞどうぞ」

　廊下を忍び足で歩き、椿の部屋の前までくる。前回は訪問を気取けどられて逃げられてしまったから、今日はこっそり近づくことにした。

「――椿ちゃん？　すみれです」

　すると襖の向こうから物音がした。

「開けるよ？」

　襖を開けるとやはりもぬけの殻だった。だが入り口とは別の襖がほんの少し開いているところをみると、椿は奥の部屋に逃げ込んだらしい。

「椿ちゃんの本、読ませてもらってもいいかな」

　大きな声で言った。隣の部屋にいるのなら聞こえているはずだが、返事はない。

「図書館では一巻しか置いていなくて、続きが気になっちゃって」

　すみれは目的の本を手に取ると、壁に背をくっつけて膝を抱え、読書を始めた。

「――ああ、なんで？」

　独り言を紡いでいる自覚はなかった。紅葉に指摘されたことがあるが、どうやら自分は感想が口から出てしまうらしい。

　この本もまた百合ライトノベルと同じように『女性同士』の恋愛に焦点を置いたものであり、じつに興味をそそられる。

「……ん？」

　すみれはふと気がつく。

（こんなんじゃ全然、心の距離なんて縮まらないじゃん！）

　椿の部屋で本を読んでいるだけでは仲良くなどなれない。すみれは項垂うなだれて、膝に突っ伏す。

「……その本、貸しますけど」

　急に頭上から声が降ってきた。「えっ？」と言いながら顔を上げる。

　そこには椿が、不機嫌そうに眉根を寄せて立っていた。

「貸します。だからわざわざ読みにこなくてもいいです」

　すみれは「ありがとう」と言いかけたが、すんでのところでやめた。

「――ううん。貴重な本みたいだし、借りていくわけにはいかないよ。今日はもう帰るけど、また読みにくるね。お邪魔しました」

　あからさまに嫌な顔をする椿を尻目に、すみれは本を棚に戻して部屋を出る。

　すみれは翌日も、そのまた明くる日も、椿に嫌な顔をされながらも彼女の部屋で読書を続けた。

　椿はというと、初めはいつも奥の部屋に隠れてしまうが、すみれが長居をするので渋々しぶしぶといったようすで部屋に戻ってきて、すみれと同じように読書をするか、あるいは縫い物をしていた。

　どうやら彼女の机の上に並べられている花のブローチは椿の手作りらしい。

　互いに言葉を交わすことなく黙々と過ごす日々が続いた。

「菜穂なほが花梨かりんに『まだなにも答えないで』って言うとこ、好きだなぁ」

「私もです」

「だよね――って、えっ？」

　すみれは本に向けていた視線を、部屋の隅で読書をしている椿へと移す。

「いま『私もです』って言った？」

「……言ってません」

「ウソ！」

　椿はしばらく無言だったが、

「……わかってるんなら訊かないでください」

　頬をほんのりと赤くしてそっぽを向くので、すみれは声もなくパクパクと口を動かした。

（なんだ……かわいいとこあるじゃん！）

　すみれは手に持っていた本で口元を隠してほほえむ。

「ふふっ……嬉しいなぁ」

「なにがですか？」

「椿ちゃんと、少し仲良くなれた気がする」

「…………」

　椿は唇を尖らせてすみれの本を取り上げた。

「あ、ちょっと」

「今日はもう帰ってください」

「ええ～っ。もうこのまま泊めてよ」

「いやです」

「でももう遅いし。菊子さんに聞いてくる」

　すみれは立ち上がり、居間へ向かうべく襖を開ける。

「そんな、勝手に――」

「勝手じゃないよ。菊子さんにちゃんと聞きにいくんだから。だめって言われたら大人しく帰るよ？」

　椿の部屋をあとにしたすみれは居間でテレビを見ていた菊子に「泊まっていってもいいか」と尋ねた。「もちろんいいわよ」と快諾をもらい、椿にそのことを伝えると彼女はあからさまに怪訝けげんな顔をして「はぁ」とため息をついた。

　入浴後、浴衣を借りて縁側へ出る。菊子が「縁側で涼むといい」と言うのでそうした。

　縁側には先に入浴を終えた椿がいた。彼女の視線の先を追う。

「あ……図書館。ここからも見えるんだ」

　すみれがポツリと言うと、椿は驚いたようにビクッと体を揺らした。

「もしかして行ってみたいの？　図書館」

　椿は無言で視線をさまよわせる。

「純文学コーナーはタイトル数は充実してるよ。続刊は置いてないことが多いけど、リクエストすれば仕入れてもらえるかも」

　すると椿は「そうですか」と呟いた。そっけないが、返事があるだけ進歩したと思おう。ほんの少し前まで完全無視だったのだから。

「この町に住んでる人ならだれでも本が借りられるし。連れてってあげよっか」

「いえ、けっこうです」

　そうしてそのまま立ち去ってしまった。すみれは息をつき、椿の背中を見送った。




　翌朝、居間へ向かうと廊下で椿と出くわした。

「おはよう、椿ちゃん」

「……おはようございます」

　小さな声で言い、横を通り過ぎていく。

　居間に入ると、菊子が朝食を円卓に並べているところだった。空の皿が円卓の端に重ねられているところをみると、椿はもう朝食を済ませたようだ。

「いま呼びにいこうと思っていたところよ。冷めないうちにどうぞ」

「ありがとうございます。いただきます」

　焼き鮭をつつきながら、円卓に置かれていたチラシを見る。和洋装店『水無月みなづき』と書かれている。

「このチラシって――」

「ああ、私が経営していた店よ。セール中だからって、姪がチラシを持ってきたの」

「そうなんですか。これ……写真撮っておいてもいいですか？」

「うん？　あげるわよ」

　すみれは「ありがとうございます」と礼を述べてチラシを受け取り、スカートのポケットにしまった。

　朝食の後片付けを手伝ったあと、チラシを片手に和洋装店を探す。

（――あった、ここだ）

　神社のすぐそばにある小ぢんまりとした店だ。玄関扉が開け放たれているので中へは入りやすい。早朝にもかかわらず店内にはすでに何人か客がいた。

（売ってあるのって服だけじゃないんだ）

　きょろきょろとあたりを見まわす。スマートフォンケースやパスケースなど雑貨も陳列されている。隣が神社だからか、お守りまで売ってあった。

　店員はレジ前にいる女性ただひとり。ニコニコとした笑顔で「いらっしゃいませ」と言ったきり、話しかけられることはなかった。買い物中にあれこれと話題を振られるのは苦手なので、このほうがよい。

（あ……これ、椿ちゃんに似合いそう）

　ワンピースを手に取り、値札を確認してレジへ持っていく。いつもこうして衝動買いすることが多い。

　紙袋を提さげて山野家へ戻り、さっそく椿に手渡した。居間には椿しかいなかった。菊子は買い物へ出ているそうだ。

　椿は紙袋からワンピースを取りだしてまじまじと見ている。

「……おいくらでしたか？」

「えっ？」

「お金、払います」

「なに言ってるの。私が勝手に買ってきてプレゼントしたんだから。お金なんて要らないよ」

「でも払います」

「要らないって言ってるでしょ。ねえ、着てみてよ。椿ちゃんに絶対似合う」

「でも……」

「気に入らなかった？」

　椿はなにも答えない。

「ただいまぁ」

　玄関のほうから菊子の声が響いた。椿はワンピースを手に持ったまま、自室のあるほうへと走っていった。




　自宅アパートに戻ったすみれは後悔していた。

（頼まれてもいないのに服なんて買っていって、押しつけがましかったよね……）

　椿に着てほしい一心でつい買ってしまったが、軽率けいそつだった。

　そのことを謝りたくても、椿はスマートフォンを持っていない。菊子もそうだ。山野家の固定電話にかけるという手もあるが、こういうときはできればメッセージで謝罪したい。口では言いづらい。

　それからしばらくすみれは山野家を訪ねなかった。といっても、三、四日の話だ。

　土曜日の昼、すみれは山野家のチャイムを押した。

「はい」という声がしたが、しばらくだれも出てこなかった。返事はあったのだから留守ではない。

　五分ほどが経つと、玄関の引き戸がゆっくりと開いた。

「椿ちゃん――」

　腰元に着物の生地が使われた白いワンピースを着た椿が家から出てきた。肩にかけたハンドバックには和柄の花のブローチがついていて、目を引く。

「……図書館に、連れていってもらえませんか？」

「うん、いいよ」

　すみれは椿が着ているワンピースをじろじろと見る。いっぽう椿はどこか恥ずかしそうに黒髪を耳にかけた。

「着物以外じゃ……外に出たくなかったんですけど、これならいいです」

「……そっか」

　いけない、口元が緩んでしまう。すみれがニヤニヤしていると、椿は口早に「おばあちゃんが経営してたお店で売ってるものだから着たんです」と言った。

　なんだ、気に入ったから着てくれたわけではないのか。少し残念だ。

「でもまぁ、着てくれてよかった。さっそく行こっか！」

　手を取ると、椿は瞬く間に頬を赤くした。すみれは「えっ」と声を上げて、いましがた掴つかんだばかりの手を放す。

「あ――なんか、ごめん」

「べ、べつに……」

　図書館へ向かって住宅街を歩きながら、すみれは何度も椿のほうを盗み見た。

（椿ちゃんって、ものすごく恥ずかしがり屋？　……でも嬉しい。ちょっとずつ進展してる！）

　すみれは笑顔のまま歩みを進めるものの、「進展!?」と声を荒らげて立ち止まった。

『進展』とは、好きな人に対して使う言葉ではないのだろうかと思い至ったせいだ。

「…………」

　椿は眉間に皺を寄せて、冷ややかな視線を向けてくる。

（いやいや、なに考えてんの私！）

　すみれは「コホン」と咳払いをして図書館へ急いだ。あくまで友人、あるいは家庭教師という立場で、椿と近づきたいのだ。

　扇形の図書館内には放射線状に書架が配されている。

　本棚を見て椿が目を輝かせるので、それをほほえましく眺めていると、プイッと顔を背けられた。だが嫌な気分にはならない。

　ふと見れば、椿が本棚の高いところへ手を伸ばしていた。

「これ？」

　本を取って手渡すと、椿はなにか言いたげに口を開けた。

「……ぁ」

「あ？」

「あり……がとう……」

「……！」

　遠くの茂みで鳴く鈴虫のほうがもっと大きな声を出せるだろう。それでも、この両耳にはきちんと届いた。

　すみれは満面の笑みになって「どういたしまして」と言葉を返した。
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        第二章　認定試験


　午前の講義を終え、紅葉とともに学生食堂へ向かったすみれは最安メニューであるカレーを注文して席についた。椿の服を買ったので今月はお小遣いに余裕がない。向かいに座っている紅葉はというと、リッチな唐揚げ定食だ。

「それで、幽霊ちゃんはどうなの？」

「その呼び方やめてよ。椿ちゃんだってば」

「椿ちゃん、ねぇ……」

　紅葉は眉根を寄せて視線を逸らし、窓の外を眺める。

「大学になんて行きたくないって言ってるんでしょ？　無理に連れだすことないじゃん」

「でもさ、行きたくないのはきっとどういうところか知らなくて怖いからだよ。それを知った上で『行きたくない』のなら無理強いはしない。でも、なんにも知らないのに決めつけるのは……早いっていうか。まずはチャレンジしてみたほうがいいっていうか！」

「たとえ大学に通うことになったって、傷つくだけかもよ。幽霊ちゃんの心にすごく大きな傷ができたら、すみれは責任とれるの？」

「傷つくことも、あるかもしれない。でも、そうじゃなきゃ成長できなくない!?　傷つかないように守ってあげるだけじゃ、椿ちゃんのためにならないと思う」

「それはすみれのメンタルが強いから言えるわけで」

「私だってそんな、強いわけじゃないよ」

　紅葉に「無理に連れださないほうが」と言われて、少なからず怖気づいている。

　自分がしようとしていることはただのおせっかいなのではないか。このままそっとしておいたほうがよいのではないかと――そんなマイナスの考えが脳裏をよぎる。

（でも……楽しいことだっていっぱいある）

　すみれは自身を奮い立たせるように首をぶんぶんと振り、頬を叩く。

「……責任は、取るよ。必ず」




　いつものように大学の講義を終えて山野家へ行くと、門前に椿が立っていた。

「あれっ、その服どうしたの？」

「おばあちゃんが、外出する機会が増えたのなら洋服の種類を増やさなくっちゃって……店から買ってきてくれたの」

　白いトップスに、スカートはチュールドットの向こう側が着物生地になったものだ。

「そっか。うん、じつはその服も椿ちゃんに似合いそうだと思ってたんだ」

　財布の事情で買えなかったわけだが、椿が着てくれてよかった。すみれは椿の全身を舐めるように見まわす。

「あ、あんまり見ないでください」

「えっ？　あ――ごめん」

　じろじろと見ているつもりはなかったが、椿が恥ずかしそうに言うのでこちらまで羞恥心が込み上げてくる。

「それで……大学から出てきたばかりのところ申し訳ないのですけど」

「ああ、図書館？　うん、行こう」

　もと来た道を椿と並んで歩く。図書館に着くと、椿は二度目だというのにまるで遊園地に来た子どものように浮かれていた。

（どうしようかな。図書館の案内はこのあいだしたし、あんまりぴったりくっついてるのもなぁ……）

　そこですみれは椿に「別行動しよっか」と提案した。すると椿はわずかに目を見開いて固まった。

「私は学習室にいるから、椿ちゃんは自由に――」

　服の裾すそをキュッとつままれる。

「ぃ……一緒にいてください」

「へっ？」

　椿は瞳を潤ませ、不安そうに見上げてくる。胸がドキリと音を立て、きゅうっと締めつけられるのはいったいどういうことだろう。

（いやいや、椿ちゃんは外に出ることがあんまりないから……いきなりひとりにされたら不安になるでしょ）

　なぜそのことに気がつかなかったのだろうと反省しながら「う、うん」と上ずった返事をする。

（だからべつに、椿ちゃんが私から離れたくないわけじゃ――）

　すみれはひとり「ない、ない」と言いながら頷く。それを見て椿は不思議そうに首を傾げた。

「あ……でも、学習室でなにかする予定でしたか？」

　気づかわしげに訊かれた。

「ぜんぜん、そんなことないよ。ただ、あんまり椿ちゃんにつきまとってたら迷惑かなって思っただけで」

「迷惑だなんて思ったことありません。心強いです」

　きっぱりと言うので、面食らってしまう。すみれが驚きを露わにしていると、椿は急に口元を押さえて俯いた。

「えっと……すみれさんが、よく読む本って……どんなのですか？」

「いま、私の名前呼んだ？」

「……呼びましたけど」

「初めてじゃない？」

「そっ……そうでしたっけ？　おばあちゃんがそんなふうに呼んでたから、私も……真似しただけです。ねえ、早く案内してください」

「う、うん」

　嬉しい。これは確実に心の距離が縮まっている。弾む心をスキップで表現したかったが、ここは図書館なのでニヤニヤと笑うだけに留とどめた。

　図書館にはライトノベルも豊富に置いてある。

「あ……これ、面白そうです」

　背表紙に『蜜花の百合模様』と書かれた本を椿が手に取る。

「それオススメだよ」

　すると椿はその本を胸に抱えた。その後も何冊か選んで、貸出カウンターで借りた。前回はすみれの利用カードで本を借りたが、椿がこれからもたびたび来るのなら、と利用カードを作った。椿の健康保険証で作ることができた。

　図書館を出ると、椿は学生食堂や校舎のほうを眺めながら歩いた。

「あの建物はなんですか？」

「ああ、学食だよ。イチオシはカレー。学食なのにお肉がたくさん入ってるの。めちゃくちゃ美味しいよ――って、学食は在学生しか食べられないんだった。持ち帰りとかってできるんだっけ……」

　それでもなお、椿はずっと食堂を見ている。

「お腹空いた？　購買でなにか買ってきてあげよっか」

「いえ、けっこうです。もう帰ります」

「……そう？」

　椿の家へ行くと、ふだんなら玄関先で菊子が出迎えてくれるというのに、今日は姿が見えない。

「菊子さん、どこか出かけてるの？」

「いえ、今日はずっと家にいるって言ってましたけど……」

　なんとなく胸騒ぎがして、椿と一緒に家の中へ入る。

「――おばあちゃん！」

　菊子は台所で腰に手を当て、その場に座り込んでいた。

「腰を少しやっちゃったみたいでねぇ」

　弱々しい声音に、漠然とした不安を掻かき立てられる。

「寝ていればよくなるから」

「私、布団を敷いてくる」と椿が駆けだす。

「じゃあ菊子さんは私がお部屋に運びます」

　すみれはしゃがんで、菊子に背を向けた。

「さ、乗ってください」

　菊子は自分よりも背が低く痩やせている。背におぶって運ぶことはできるはずだ。

「ごめんなさいね」

　菊子を背に乗せて廊下を歩く。部屋ではすでに椿が布団を敷き終えていた。ふたりで菊子を布団に寝かせる。

「ありがとうねぇ。でも心配しないでね、ただのぎっくり腰だから。少し寝ていれば治る」

　そう言って菊子は目を閉じた。

「ご飯ができたら持ってくるね」と言い椿は部屋を出ていく。すみれはそのあとを追いかけながら、

「夕飯作るの、手伝うよ」

「……ありがとうございます」

　椿はあからさまに元気がない。菊子はああ言っていたが、やはり心配なのだろう。

　ふたりで台所に立つ。

「菊子さん、なにを作るつもりだったんだろ？」

　材料を見ただけでは菊子が作ろうとしていた夕飯のメニューがわからなかった。

「たぶん……茄子なすの田楽でんがくだと思います。それから赤魚あかうおのすまし汁に、オクラの和え物」

　台所に並べられた食材を見て椿が言った。

「すごいね、椿ちゃん」

「おばあちゃん、料理のレパートリーがそんなに多くないからわかるんですよ」

「え、そうかな」

　山野家に来たときには毎回、異なる夕食を振る舞われるのでそんなふうには思えない。

（椿ちゃんが、菊子さんのレパートリーを完全に把握しているってことだよね）

　それで椿には「レパートリーが多くない」と感じるのだろう。オムライスやカレーなど、メジャーなものしか作らない自分にとっては充分『豊富なレパートリー』だ。

　トントントントン……と、椿が包丁でまな板を叩く音が響く。

　すみれは台所の勝手がわからないので、椿の指示で皿を並べたり野菜を洗ったりした。

　夕食を作り終えると、椿はまず菊子のようすを見にいった。

「菊子さん、どうだった？」

「寝ていました。先に食べましょう」

　ふたりで居間の円卓を囲み、箸を取る。

「んん、美味しい。菊子さんと同じ味だ」

「…………」

　椿は無言で食べ進めている。

「椿ちゃん？」

「――っ、はい」

「どしたの、ぼうっとして」

　すると椿はまたしても黙り込んでしまった。箸を置き、目を伏せる。

「……私、受けます」

「えっ？　なにを？」

「高卒認定試験」

　椿の小さな呟きを聞き、すみれは何度も目を瞬しばたたかせる。

「なんで!?」

　すみれが身を乗りだすと、椿は小難しい顔になって俯いた。

　いったいどういう心境の変化だろう。すみれは椿が口を開くのを待つ。

　椿はその後もしばらく閉口していたが、湯呑みの茶をグイッと一気に飲み干したあと、

「おばあちゃんが……私にちゃんと大学に行ってほしいって思ってること、ほんとは知ってました。ていうか、そのためにすみれさんを家に上げたんでしょ」

　すみれは口の端を引きつらせて苦笑する。

（菊子さんがどう思ってるか、ちゃんと知ってたんだ……）

　いや、それは家庭教師を頼まれた時点で椿はわかっていたはずだ。椿は「家庭教師なんていらない」と突っぱねていた。

「でも、大学に行きたいって椿ちゃんが心から思ってないのなら……意味がないと思う」

　菊子のことを思いやる椿の気持ちはわかる。だがそこに彼女の意思が含まれていなければ、意味がない。菊子を安心させるためだけに大学へ入るのでは、その先の学生生活がいずれ立ち行かなくなるのではないかとすみれは危惧きぐした。

「心から、思ってます」

　椿がぽつりと言った。

「ほんとに？」

　見つめると、どういうわけか椿は視線をさまよわせる。

「……すみれさんと、同じ大学に……その……」

　すみれは「え？」と言いながら首を傾げる。

「学食のカレーが食べてみたいだけです！」

「えっ、なにそれ。動機が不純」

　すると椿は、憤りを露わにわなわなと唇を震わせはじめた。

「ごっ、ごめん！　せっかくやる気になってるのに」

　両の手のひらを椿に向かって掲げて「どうどう」と言わんばかりに上下させる。

「安心して、全力でサポートするから。一緒に学食のカレーを食べよう！」

　宥なだめるつもりで言うと、椿はかすかに笑った。

　食事のあと、すみれはさっそくスマートフォンで高卒認定試験の日程を調べた。

　試験は年に二回。出願期間が長いので、いまからでも今秋こんしゅうの試験に間に合う。

「ええっと、出願書類は――あっ、うちの大学の図書館でも配布してるって！　ラッキーだったね。明日さっそく取りに行こ？」

　椿は真剣な顔つきでコクリと頷く。どことなく決意のようなものが見てとれた。




　翌日、すみれは図書館前で椿と待ち合わせた。

「椿ちゃーん」

　呼びかけながら彼女に駆け寄る。椿はなにやら緊張しているようだった。

「ちょっとちょっと椿ちゃん。願書を貰いにきただけで、まだ試験日じゃないんだから」

　椿は唇をへの字に曲げる。

「ひとりで外出するの……久しぶりだったから」

「あ、そっか。ごめん、やっぱり迎えにいけばよかったね？」

「いえ。いつまでもすみれさんに付き添ってもらってばかりじゃ……だめだと思うから。よかったんです、これで」

　すみれは「ふふ」と声を漏らして微笑する。

「嬉しいなぁ、椿ちゃんが積極的になってくれて。菊子さんの腰の調子はどう？」

「昨日よりはマシになったみたいです」

「そっか、ひとまずよかった」

　図書館のカウンターで書類を貰い、そのまま山野家へ行く。椿とふたりで夕食を準備する。菊子は食事を終えると「後片付けくらいは私が」と言っていたが、椿とすみれが「ゆっくりしていて」と声を揃そろえたので先に入浴している。

　椿は居間の円卓に願書を広げた。

「願書の書き方――自信ないので、見てもらえませんか」

「うん。椿ちゃん、勉強はできるのにこういうのはダメなんだ？」

「慣れてないだけです」

「どれどれ」と椿の手元を覗のぞき込む。不意に肩が触れた。椿はボールペンを持ったままビクッと両手を弾ませる。

「あっ……ごめん」

「いえ……」

　心なしか椿の頬が赤い。つられて頬が熱くなる。

「さっ、願書願書！」

　胸の前で両手を叩き合わせて気を取り直すものの、心臓はにわかにトクトクと鳴っていた。

　次の日から試験対策を始めた。ようやく家庭教師らしくなってきた。

　出題範囲を調べ、必修科目を確認し、選択科目をどうするか椿と相談しながら決めていった。

　高卒認定試験の問題集は過去の分を図書館で借りることができたので、それを使って勉強に励む。

　椿は理系科目は得意だが文系科目は躓つまずくところがあった。

「本ばっかり読んでるのに意外」とすみれが言うと、

「なんか失礼じゃないですか、その言い方」と椿が口ごたえしてくる。

「ふふ、そうだね。ごめん」

　椿とはかなり打ち解けたと思う。気を許してくれているのを実感するし、自分もまたそうだ。以前にも増して軽口が多くなった。

　宿泊することも多々あった。

「縁側で涼みませんか」

　入浴後、椿に促されるまま縁側の端に腰掛ける。パジャマではなく、椿の浴衣を借りて着ている。淡いピンク色に小さな鞠まりの絵が描かれた、肌触りのよい浴衣だ。

　風鈴が微かすかに音を立て、茂みの向こうで鈴虫が鳴く。

「夜はちょっとは過ごしやすくなってきたね」

　日中は相変わらず暑いが、夜はこうして外にいればエアコンなしでも過ごせるようになった。

　庭を眺めていたすみれだが、視線を感じて横を向く。すぐに椿と目が合った。

「どうかした？」

「い、いえ……」

　椿は前を向き、すみれは首を傾げた。




「――すみれ、最近ずっと幽霊ちゃんの家に入り浸ってるみたいだけど」

　講義室で帰り支度をしていると、紅葉に話しかけられた。

「うん？　だって椿ちゃん、高卒認定試験を受けてくれる気になったんだもん。試験までもう日がないし、頑張らなくちゃ」

「頑張るのは幽霊ちゃんであって、すみれじゃないと思うけど」

「それは、まぁ……。でも菊子さんから家庭教師を頼まれた以上は、私にできることを精いっぱいやるよ！」

「ふうん。真面目なことで」

　このところ紅葉はずっとこの調子で不機嫌だ。

「ねえ、なんかあったの？　話だけでも聞くよ」

「……べつに。じゃ、私はバイトがあるから。またね」

「うん、また明日」

　ヒラヒラと手を振って紅葉の背を見送る。

（頑張るのは私じゃない、か……）

　だが少しでも椿の役に立ちたい。菊子に頼まれたからという、責任感だけで行動しているわけではないのだ。

　大学を出たすみれは心の中で「そうだ」と呟く。山野家へ行くのとは違う道を歩き、和洋装店『水無月』へ行った。

（あったあった、これだ）

　すみれはそれを購入し、その足で山野家へ向かう。

　椿にはまだ渡さない。いま渡してしまったら「神頼みしろってこと？」と勘繰かんぐられてしまいそうだと思ったからだ。

　試験前夜になってようやく、すみれは椿に合格祈願のお守りを渡した。

　椿はできるだけのことをやった。それは自分も同じだ。あとはもう、祈るだけである。

　言葉は要らない。きっと伝わっている。

　すみれと椿は無言で頷きあった。




　高卒認定試験の会場はすみれの大学だった。土曜、日曜の二日間行おこなわれる。

「会場まで付き添おうか」と提案したが、「お守りがあるから大丈夫です。ありがとうございます」と断られた。

　すみれは自宅アパートで、試験中の椿を想う。座して待てばよいものを、いてもたってもいられず図書館へ足を運んだ。

　試験が実施されている校舎のほうを眺めて息をつく。

（いまの私にできるのは、椿ちゃんを信じることだ――）

　試験の翌日、すみれは大学帰りに山野家へ寄った。椿は自室で勉強しているので、邪魔しないよう声をかけずに居間へ行く。

「大学受験の勉強をしているみたいなの。手ごたえはあったみたいね」

　菊子の言葉を聞いて安心するものの、結果発表があるまではわからない。高卒認定試験の結果がわかるのは来月の初めだ。

　その明くる日、すみれは自分が小田津大学を受験したときに使用した参考書や問題集をすべて山野家へ持ち込んだ。

「ありがとうございます、すみれさん」

　椿が素直にそう言うので、なんだか照れてしまう。

「私の使い古しで申し訳ないけど……。あ、わからないところがあったら聞いてね」

「はい」

　そうして大学受験の準備を進めているあいだに結果発表の時期がやってきた。

　十二月に入ったとたんどこもかしこもクリスマスムードになる。そんな浮かれた季節に高卒認定試験の結果は郵送されてくる。

　山野家のポストを横目で眺めつつ「お邪魔しまーす」と言いながら中へ入る。すると、椿は封筒を胸に抱えていた。

「結果、来たの!?」

　椿はなんともいえない表情でコクリと頷く。

「ど、どうだった？」

「まだ見てません」

「ええっ!?」

　すみれと椿と菊子は居間で円卓を囲んだ。ドキドキしながら、菊子がペーパーナイフで封を切るのを見守る。

　菊子がいちばんに目を通した。その表情はまったく変化しない。緩くほほえんだまま菊子が通知書を掲げる。

　まごうことなき『合格』の文字を見て、瞬時に歓びが湧き起こる。

「おめでとう！」

　つい椿に抱きついてしまう。椿はというと、しばし呆然としたあとで頬を赤くした。

「も……大げさです。まだ大学に受かったわけじゃないんだから」

　椿の言うとおり、大学受験の資格を得られたというだけだ。

「でもさ、お祝いしようよ」

「じゃあ――クリスマスパーティーとあわせて、どうですか？」

「うん、椿ちゃんがいいなら」

「二十四日の夜ですよ？　すみれさん、大丈夫なんですか」

「大丈夫、大丈夫。なんにも予定ないから。あっ、そうそう。さっそくだけど願書を書こう」

　小田津大学は私立なので、一般選抜試験の出願に間に合う。

　椿は神妙な面持ちで頷いて、自室から願書――あらかじめ椿に渡していた――を持ってきた。




　冬の学生食堂はたいていサンタクロースやトナカイなど無理やりにでもクリスマス気分にさせる飾りつけがなされている。そんな中、すみれは紅葉とテーブルを挟んで向かい合っていた。

「ねえ、イヴにみんなでクリパするんだけど――すみれも来るよね？」

　すみれはパチパチと瞬きをする。

「ごめん、椿ちゃんの家へ行くことにしてる」

「わざわざイヴに？」

「うん。合格祝いも兼ねて」

「ああ……受かったんだ、高卒認定試験」

　すみれが満面の笑みで頷くと、紅葉は抑揚よくようのない声で「おめでとう」と言った。

　そうして迎えたクリスマス・イヴ。大学は冬休みに入り、心が浮き立つ。

　だが今年は特に浮かれているような気がする。はっきりとした理由はわからないが、このまま羽ばたいて飛ぶことができるのではないかというくらい身も心も軽かった。

　山野家を訪ねると、椿は自室にいるのだと菊子に聞いた。椿の部屋の襖は開いていたので中を覗くと、ちょうど椿が着替えをしているところだった。

「――っ！」

　両手に赤い服を持っているものの椿は下着姿だった。ブラジャーの胸元に目がいってしまう。しかしすぐに我に返り、うしろを向いた。

「ごっ、ごめん！　見るつもりは、なかったんだけど……その……ほんとごめん」

「……いいですよ、そんなに謝らなくても」

　部屋から出てきた椿はサンタ服を着ていた。ミニスカートを履いているところは初めて見る。新鮮だ。そのせいできっと、こんなにもドキドキしているに違いない。

「似合ってるよ、椿ちゃん」

「……ありがとうございます。さ、行きましょ」

　椿が居間へ向かって小走りするので、すみれもまた早歩きで彼女についていった。

　ふだんは和風のメニューが多い菊子だが今夜ばかりは洋食だった。ローストビーフはもちろんのこと手作りケーキも絶品だった。このケーキは椿と菊子がふたりで作ったらしい。

「お皿洗いは私に任せてください。ふたりはゆっくりしてて？」

　料理をなにも手伝っていない上にごちそうになってばかりではさすがに申し訳ない。

　台所で皿を洗っていると、椿が手伝いにきた。

「私がするからいいよ？」

「いえ……」

　椿はすみれが洗った皿を拭きはじめる。

「お正月は……ご実家に戻られるんですか？」

「うん」

　ちらりと横を見れば、椿は悲しそうに眉を下げていた。そんなふうに見えた。

「――と思ったけど、今年はやめようかな」

「えっ？」

「一緒に初詣はつもうで、行く？」

「……っ、はい」

　椿の顔は見ていない。それでも、彼女が喜んでいるのが声音からわかった。

　後片付けを終え、入浴後に縁側を通りかかる。ガラス戸の向こうに、はらはらと雪が舞っているのが見えた。
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        第三章　他人と絆


　大晦日おおみそか、すみれは泊まりの荷物と手土産を持って自宅アパートを出た。

　実家の両親に「今年は帰らない、友人の家で過ごす」と話すと、「いつもお世話になっているのだから」と、米や料理酒、醤油とそれから冬野菜が送られてきた。すみれはそれを手土産にして山野家を訪ねた。

「お邪魔します。大晦日なのにすみません。これ、私の両親からです。よかったら使ってください」

「あらあら、まぁまぁ……こんなにたくさん！　かえって申し訳ないくらいですよ。ありがとうね。ご両親にもよろしくお伝えください」

「はい」

　皆で炬燵こたつを囲み、年越し蕎麦そばを食べながらテレビを見て過ごす。初詣はどうしようかという話になった。

　菊子が椿に「今年はすみれさんとふたりで行ってらっしゃいな」と言うので、「菊子さんも一緒に行きましょうよ」と提案した。

「いいの、すみれさん。おばあちゃん、人ごみが苦手だから」

「そうなの？」

　菊子は「そうなのよ」と言って苦笑した。

「毎年、おばあちゃんには無理やり初詣に付き合ってもらってたんです」

「へえ？」

　椿はあまり外へ出たがらないので、毎年初詣に行っているのは意外だと思った。するとそれを悟ったらしい椿が説明してくれる。

「その……お正月は着物で出かけてもそんなに目立たないから」

「ああ、なるほど」

　むしろ「お正月らしい」と喜ばれるだろう。

　年が明け、陽が昇る頃に初詣へと出かける。椿たちがお参りするのは和洋装店『水無月』の隣の神社だが、元旦は店が休業しているので立ち寄ったことはないそうだ。

　まだ朝早いということもあり、人はまばらだった。椿の話だと、昼過ぎに参拝したとしてもそう多くはないらしい。

　すみれは拝殿の前で鈴の緒を揺らして手を叩き合わせ、一心に願う。言わずもがな椿の合格祈願だ。

「――すみれさん、やけに長く手を合わせてましたね。なにをお願いしてたんですか？」

　神社をあとにし、山野家へと帰る道すがら椿が訊いてきた。

「もちろん、椿ちゃんの大学合格だよ！」

　椿は立ち止まり、きょとんとする。

「椿ちゃんもそうでしょ？」

「……内緒です」

　ということは、違うのだろうか。

（大学合格よりも大事な願いって、ある？）

　すみれは口をへの字に曲げて首を傾げるのだった。




　一月の下旬に小田津大学で一般選抜試験が行われた。

（椿ちゃんの学力は充分だし、絶対に大丈夫）

　そう思いながらもやはり心配でならなかった。すみれは椿を出迎えるべく、試験が行われている総合棟の前で待つ。

　建物から出てきた椿を見つける。いまだに緊張感が抜けきらないのか、固い表情だった。

「椿ちゃーん！」

　呼びかけるとすぐに椿はこちらを向いた。目が合うなり椿は顔をほころばせた。

　そして半月後。いよいよ今日、合格発表がある。

　すみれは椿と一緒に校門脇の掲示板へと赴おもむいた。

（あぁ……ドキドキする）

　一年前の自分の合格発表のときよりもいまのほうが遥かに緊張している。

　椿の受験番号は暗記している。左端から順に、合格者の番号を確認していく。

「――って、椿ちゃん。なんで目を瞑ってるの」

「こ、怖いから……すみれさんが確かめてください」

　服の裾をキュッとつままれたすみれは頬をわずかに朱に染めて「もう」と言いながらふたたび掲示板に目を向けた。

「――った」

「……え？」

　椿が目を開けて、何度も瞬きをする。すみれは咳払いした。先ほどは声が掠れてしまい、うまく言葉にならなかったので、今度は大きな声で「あったよ！」と明言する。

「――!!」

　椿の瞳が大きく見開かれる。みるみるうちに瞳に涙の膜が張り、大輪の花が咲いたような満面の笑みになる。

「すみれさんっ……ありがとう」

　涙ながらにそう言う椿の顔は、この世のなによりも綺麗だと思った。

　スマートフォンで掲示板の写真を撮り、山野家へ行く。玄関先で待っていた菊子は、ふたりの顔を見るなり「おめでとう！」と言った。言葉で聞かずとも表情でわかったらしい。

「すみれさん、上がって。お茶にしましょう」

　菊子の先導で居間へ行く。円卓の上には和紙で包装された箱が置かれていた。

「椿、開けてみて」と菊子が促す。

「なぁに？」と言いながら椿が箱を開ける。中にはスマートフォンが収められていた。

「合格祝いよ。大学生になったら必要でしょう。でも携帯電話のことは私はよくわからないから、姪に用意してもらったの」

「合格するかどうかわからなかったのに……？」

「信じていましたから」

「おばあちゃん……！」

　椿はまた瞳に涙を溜めている。

「すみれさんも、本当にありがとうね。椿が合格できたのは全部すみれさんのおかげよ。なにかお礼がしたいけれど――」

「そんな、私はたいしたことしてないです。お礼だなんてとんでもない。それより椿ちゃん、さっそく開けてみたら？」

「はい」

　スマートフォンは和柄のケースに入れられていた。和洋装店『水無月』で売られていたものだ。椿はそれを嬉しそうに眺める。

「あの、すみれさん。使い方教えてください」

「うん。まずは電源を入れよう。ええと、このボタンだね」

　メッセージアプリを登録し、ＱＲコードを表示して読み込む。

「やった。私、椿ちゃんの友だち一号だ」

「友だち――」

「ん？　どうかした？」

「……いえ」

「それはそうと、合格祝いパーティーしなきゃ！」

「いえ、けっこうです」

「えっ、どうして？」

「だって、祝ってもらってばっかりで……申し訳ないというか。それより、すみれさんの誕生日っていつですか？」

「私？　三月だよ」

「三月の何日ですか？」

「そんな、いいよ～気を遣わなくて」

「気なんて遣ってません。知りたいんです、すみれさんのこと」

　グイッと距離を詰められると、どういうわけか頬が熱くなる。

（私のこと知りたい――って、なんで？）

　理由を尋ねてよいものだろうかと悩む。

「三月……七日だよ」

　小さな声で答えると、椿は「えっ」と声を上げた。

「あと一週間しかないじゃないですか！」

「そ、そうだね」

　椿が不満げに唇を尖らせている理由が、すみれにはわからなかった。




　椿は無事大学に合格したのだから、家庭教師としては山野家へ足を運ぶ必要はないのだがつい習慣的に行ってしまう。

「これからも気兼ねなく遊びにきてね。そのほうが椿も喜ぶから」という菊子の言葉に甘えてしまっている。

　ある日、椿の部屋へ行くとなにかをサッと隠された。

「うん？　なにしてたの？」

「な、なんでもありません」

　すみれは頭に疑問符を浮かべて首を傾げる。いっぽう椿は「そうだ、これを」と言いながら引きだしからカードを取りだした。両手でカードを渡される。

　それは誕生祝いの招待状だった。白いカードに菫すみれの花が手描きされている。それを見るなり、どういうわけか無性に抱きつきたくなった。

（こんなこと……他の友だちには思わないのに、どうして？）

　すみれは感情を押し殺して笑う。

「ありがとう。楽しみ」

「そんなに期待しないでください」

「そう言われるとますます期待しちゃうなぁ」

「もう――」




　三月七日の朝、すみれは洗面台で顔を洗って深呼吸をした。昨夜はなかなか寝つけなかった。それもこれも今日が楽しみすぎたせいだ。

　スマートフォンが『ピロリン』と鳴る。画面を見ると、紅葉から『おめでとう』のメッセージが来ていた。今日は土曜日で、大学は休みだ。すみれはすぐに『ありがとう！』と返信した。

　椿から貰った招待状に書かれていた時刻――正午に山野家へ行く。

　居間の円卓にはすみれの好物ばかりがずらりと並んでいた。椿と菊子で手分けして作ってくれたらしい。

「ありがとうございます、嬉しい！」

　食事を満喫したあとは椿の部屋へ行った。

「すみれさん、お誕生日おめでとうございます」

　不織布の、小ぶりの巾着袋を手渡される。

「わぁ、ありがとう！　さっそく開けてみていい？」

　椿はどこか緊張した面持ちでコクリと頷いた。ピンク色のリボンを解き、中を見る。出てきたのは花のブローチだ。着物をリメイクしたと思おぼしき一品である。

「あ、あ……ありがとう」

　先日この部屋を訪ねたとき椿がなにか隠していたが、これのことだったのだと合点がてんした。

「一週間で、作ってくれたの？」

　椿はほのかに頬を赤くして頷く。部屋の隅に置かれている椿のハンドバックにブローチがついているのを見て、同じようにさっそくバッグにつけた。

「ふふっ、椿ちゃんとおそろい」

　すみれが笑うと、同じように椿も破顔した。




　週明けのことだった。大学の講義室で準備をしていると、突然目の前に長方形の箱が現れた。

「はい、すみれ。誕生日プレゼント」

「えーっ！」と感動の声を上げながら包みを開ける。箱の中身は菫の花の絵が描かれたシャープペンシルだった。

「ありがとうっ、大切にする！」

「大切にするだけじゃなくてちゃんと使ってね？」

「うん！　さっそくこれから使わせてもらうよ。ほんとありがとう」

　バッグから教科書とノートを取りだして机の上に広げる。

「あれ……そんなブローチつけてたっけ？」

　すみれのバッグを見て紅葉が言った。

「あ、これ？　じつは椿ちゃんの手作りなんだ。誕生日に貰ったの」

「……へえ」

　紅葉はそれきり押し黙り、不機嫌そうな顔で机に片肘をついて前ばかりを見ていた。




　桜の季節が巡ってきた。

　小田津大学の入学式を終えて出てきた椿と菊子に「おめでとう！」と声をかける。椿は着物生地を使ったスーツを着ていた。よく似合っている。

「看板の前で写真撮ってあげる」

　そうしてスマートフォンを構えると「すみれさんも入ってください」と椿が言うので、すみれは右手を伸ばして三人をカメラにおさめた。

　それから一週間後のことだ。

　椿に友人ができるだろうかと気が気ではなかった。ところが、椿がだれかと連れ立って歩いているのを見かける。

（もう友だちができてる！）

　椿は性格が悪いわけではない。美人だし、何事にもよく気がつく。ただ少し、傷つきやすい性格なのだ。

（でも……どうしてかな）

　椿に友人ができて嬉しい反面、どうしてかモヤモヤする。気が晴れない。

（椿ちゃんが傷つかないか、心配だから？）

　きっとそうだ。

（私って意外と心配性だったんだ）

　すみれは文学部棟の脇で椿のことを眺めていた。

「ねえ……もしかしてあの子が？」

　傍かたわらにいた紅葉が訊いてきた。

「うん、椿ちゃんだよ」

「ちょっと挨拶しにいってもいい？」

「もちろん」

　椿は友人を待っているところのようで、いまはひとりだ。

「――初めまして、幽霊ちゃん。あなたのこと、すみれからよく聞いてたよ」

　紅葉がそんな挨拶をするので、驚いて絶句してしまう。

「幽霊ちゃん――？」

　椿は困惑した表情で首を傾げる。

「あれ？　すみれから聞いてない？」

　紅葉は山野家に幽霊の噂があることを話した。とたんに椿は怪訝な顔になる。

「山野さーん？」

　遠くで椿の友人が呼んでいる。椿はペコッと頭を下げて立ち去った。

　すみれは椿の姿が見えなくなるなり紅葉に息巻く。

「ちょっと紅葉！　なんであんなこと言うの？」

「だってホントのことじゃん。あのくらいで凹んでたら、これからやってけないよ。人の悪意なんて大なり小なりどこにだってある。星の数より多いかもぉ～」

「だからって――」

「遅かれ早かれ彼女の耳にも入ったことだと思うよ」

「それは……まあ、そうかもしれないけど」

「はい、この話はもう終わり。次の講義、始まっちゃう」

　すみれは紅葉に手を引かれて歩く。すみれは「うぅ」と呻うめきながら、椿がいたほうを名残惜しく見やった。




　山野家へ行くと、家には椿ひとりだった。菊子は買い物に出ている。

「すみれさんと一緒にいたあの人――仲いいんですか？」

　居間で茶を飲んでいたすみれは湯呑みを持つ右手をピクッと震わせた。

「紅葉のことだよね。……うん、中学からずっと一緒」

　それきり椿は黙り込む。

「ごめんね？　紅葉がヘンなこと言って」

「いえ、それは気にしてません」

　ではなにが気になっているのだろう。すみれは不安を露わに椿を見つめる。

「そんな顔しないでください。私、自分でも意外なんですけど……案外うまくやっていけてると思うんです」

「うん……友だちもできたみたいだね？」

「はい。彼女が落としたハンカチを拾ったら『お友だちになろう』って誘われて」

「そっか……。ハンカチを拾うのだって勇気がいることなのに――偉えらいね、椿ちゃん」

　すみれは椿の頭を『よしよし』という具合に撫でる。すると椿は耳まで真っ赤になった。

「ご、ごめん。小さな子でもないのに」

「いい、です。撫でてください。すみれさんにされると……気持ち、いいから」

　ドクッ、と胸が高鳴る。どことなく椿の瞳が潤んでいるような気がした。

　なにかを揺さぶられている。視界がグラグラと歪んでくる。

　込み上げてくるこの感情はいったいなんなのだろう。たとえようのない、焦燥感のようなものを覚える。

　このような感情は抱いてはいけないのではないかと思った。その理由は自分でもはっきりとしない。

　なにかよくわからないその感情が恐ろしくて、すみれは「考えないようにしよう」と自身に蓋をした。




　今日は椿と一緒に学食のカレーを食べる予定だ。

　食堂の前で椿と落ち合うと、どこからともなく紅葉が現れた。「私も一緒にいい？」と言われ、すみれはおろおろしながら椿に目配せをする。

　椿は「もちろん」と答えた。

「よかった。私、嫌われてるかと思った」

「まさか、そんなことないです。紅葉さんのことよく知らないので。すみれさんと一緒のときには全然、話題に上のぼらないから」

「あ、そう……」

　椿と紅葉の雰囲気がなにやら悪いような気がする。いや、気のせいだろうか。

「ほらっ、ふたりとも！　注文しようよ。もうお腹ペコペコ」

　そうして三人で注文カウンターの列に並ぶ。

「椿ちゃんは何にする？」

「カレーです」

「じゃあ私もそうしようかな」とすみれが言うと、

「すみれ？　日替わりランチ奢ってあげよっか」

「えっ？　なんで？」

「バイトの給料、入ったから」

「や、悪いからいいよ。でもありがとう」

　紅葉は不満げだ。

（紅葉ったら、なんかヘン。どうしたんだろ）

　椿も、心なしか機嫌が悪い。

　結局、紅葉もカレーを注文していた。トレイにカレーを載せて窓際の席へ行く。三人は窓ガラスに面した横並びの席に座った。すみれが真ん中だ。

　シーン……としいて会話がない。

（き、気まずい）

　それぞれとふたりきりのときにはなんともないのに、なぜだろう。

「椿ちゃん、カレーはどう？」

「はい、すごく美味しいです」

「へぇ、学食のカレーで満足なんだ」

　紅葉がボソリと言った。

「紅葉！」

　仏頂面で「なに？」と答える紅葉に、それ以上はなにも言えなくなる。

「すみれさんのオススメでしたから、ここのカレーは。お話どおりすっごく美味しいと思いました」

　紅葉はあからさまにムッとして、無言でカレーを食べ進めた。




　その報しらせは唐突に届いた。

『おばあちゃんが入院した』

　早朝、寝ぼけまなこでそのメッセージを見たすみれはベッドから飛び起きる。すぐに椿に電話をかけたくなったが、まだ病院かもしれない。

　画面をタップして『どこの病院？　椿ちゃんもまだ病院にいるの？』と尋ねた。するとすぐに返事がきた。

（大学の裏手にある病院だ）

　すみれは『いまから私も行く』とメッセージを送り、手早く身支度を整えてアパートを出た。

　病院の時間外出入口から中へ入る。ロビーで椿が待ってくれていた。

「病室はこっちです」

　椿は血の気のない顔をしていた。いまにも倒れてしまいそうだ。

　菊子の部屋は個室だった。

「ああ、すみれさん。来てくれたのね」

「はい……。お加減はいかがですか？」

「うん、ちょっとねぇ……」

　そうして菊子は病衣の胸元を軽く押さえる。痛々しい。

「さぁさ、ふたりともそろそろ帰りなさい」

「けど……」と椿が口ごもる。

「ここは病院よ？　私は大丈夫だから。すみれさん、悪いけど椿と一緒に行ってくれる？」

「はい。椿ちゃん、行こう」

　椿は言葉なく小さく頷いた。

　帰宅途中、コンビニでおにぎりを買って山野家へ向かった。

　いつものように居間で円卓を囲む。椿はなにも話さない。おにぎりには互いに手をつけなかった。遠くでヘリコプターの音が聞こえる。

「どうしよう……このままおばあちゃんが死んじゃったら……私、ひとりになっちゃう……！」

　椿は小刻みに震えている。

「私がいるよ？」

　小さな肩にそっと手を置く。

「でもすみれさんは他人だから」

　プツン、となにかが切れる音がした。錯覚に違いない。

　椿が言っていることは正しい。彼女にとって自分は紛れもなく他人だ。わかっている。

（けど――）

「他人だ」と突き放されたことがショックだった。むろん、椿にそんなつもりはなかったのかもしれない。それでも、自分の中で瞬時になにかが膨ふくれ上がった。

　両手がひとりでに動いて椿の両肩を掴む。

「……っ!?」

　椿は涙が溜まった瞳を大きく見開く。

　小さく震える唇めがけて唇を重ねる。

「――!!」

　唇同士が触れ合う感触は鮮烈だった。きっとずっと忘れない。この感触と感情は、永遠に持ち続けると直感的に思った。

　すみれはそっと顔を離す。

「椿ちゃんはひとりじゃない、って証明してあげる」

　呻くように言って、すみれは椿の背に腕をまわす。

「え、えっ……？　すみれさん、あの」

　背のファスナーを下ろすと、椿はひどく戸惑ったようすで視線をさまよわせたが、抵抗の素振りは見せない。

（嫌じゃ――ないってことだよね）

　一方的にそう解釈して、和柄のワンピースの袖から腕を抜けさせる。透けるように白い肌がピンク色に上気している。

　真っ白なブラジャーが露わになった。

「下着は和柄じゃないんだね」

　ポツリと言うと、椿は瞬く間に頬を赤くした。

「下着も……和柄が欲しいけど、買いにいくのが恥ずかしくて……」

　赤い顔で言いわけする椿を見て胸の奥をくすぐられる。

（それなら私がプレゼントしたいけど……サイズがわからないな）

　大きく息をつき、椿の体を抱き込むようにしてブラジャーのホックを外す。

「ぁっ」と小さく椿が叫ぶ。足の付け根がドクドクと疼うずきはじめた。

　下着の向こうが見たい。

　椿のすべてを目にしたい。

　自分でも驚くほど強烈な思いに突き動かされている。両の手が意思を持ったように椿のブラジャーを剥はぎとる。

「ゃぁっ……」

　かぼそい声が耳を打つ。足先からゾクゾクとしたなにかが立ち上のぼってくる。

　椿の乳房は大きすぎず小さすぎずで、手のひらで包むのにはちょうどよいサイズだ。胸の先は鮮やかで、いかにも硬そうに尖っている。

「……恥ずかしいの？」

　恥ずかしくて乳首が勃たっているのだろうか。

「――っ」

　椿が両腕で胸を隠す。隙間から見える薄桃色がいやに煽情的せんじょうてきだった。

　触れられるのを拒むように椿がそうして胸を隠していても、すみれは諦めない。

　椿と、深い関係になる。もう決めた。

　指先で膨らみの上部を辿たどり、椿の腕をじりじりと退どけていく。薄桃に色づいている箇所に指が近づくと、椿は「ふぁ、ぁっ、あっ……！」と高い声を上げた。

　両方の乳輪を親指と人差し指で辿る。

「ぁん、んっ……んんぅ」

　くすぐったそうに身を捩よじりながら眉根を寄せる椿を見てすみれは喉を鳴らす。

「こんなこと、他人とは……しないでしょ」

　他人にはとても聞かせられないようなことを、椿とする。彼女の中に鮮烈に刻み込んで、忘れられなくさせる。

（私のことだけ考えているようになればいい――）

　でもそれは身勝手な押しつけなのではないか。

（もしこれが椿ちゃんの心の傷になったら？）

　すみれは唇を噛みしめて椿の背に腕をまわす。

「すみれ、さん？」

　耳のすぐそばで響いた声にまた、身も心も揺さぶられる。

　だがもう、自分で自分が止められない。

　椿が欲しくて欲しくてたまらない。

「私……一目惚れだった」

　やっと自覚した。

　初めて椿の姿を目にしたときからずっと、気になって仕方がなかった。幽霊かどうか確かめたいのではなくて、単純に椿に惹ひかれていたのだ。

　すみれは大きく息を吸い込む。

「縁側に立つ椿ちゃんを初めて見たときから好きになってた……っ」

　一息に言って、ふたたびキスをする。何度も食はむことで、柔らかな唇を堪能たんのうする。

（触りたい、椿ちゃんに）

　抑え込むことのできない衝動に駆られて椿の胸を揉む。

　ほかのだれも触れることのない椿の秘めやかな箇所を指でつまみ上げる。

「私にこんなことされるの――嫌？」

　唇を離したあとで訊いた。すると椿は小さく首を横に振った。

　すみれは調子づいて、薄桃色の棘とげを指で捏こねくりまわして弄もてあそぶ。

「ひゃっ、あぁっ……んぁ、あっ」

　椿は困惑した表情を浮かべながらも、気持ちよさそうに身をくねらせている。それを目の当たりにすると手足の先が痺しびれたようになり、むずがゆくなる。

　指先に力を込めてふたつの乳頭をつまんで引っ張り上げる。

「ふぁあっ！」

　瑞々みずみずしい口を大きく開けて喘あえぐ椿をじいっと見つめ、すみれはなおも乳頭を責め立てる。

　二本の指の腹で挟んで擦り合わせると、しだいに硬さが増していった。それがとてつもなく愉たのしかった。いったいどれだけ硬く尖るのだろう。

　ふだんよりも大きく「すぅ、はぁ」と呼吸しながらすみれは指を動かし、椿の鮮やかな乳首を踊らせた。

「だめっ、それ……あぁ、あっ、やぁっ！」

　椿が身悶みもだえするので、ワンピースの裾が捲めくれて太ももが見える。

　太ももを撫で上げると「ひぁうぅうっ」と、椿が加虐心をくすぐるような声で叫ぶ。

　愛しさが込み上げてくるのを感じながら、すみれは椿の唇を何度も啄ついばんだ。

    
        [image: C04]
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（……やってしまった）

　すみれは自宅アパートで頭を抱えて猛省していた。

　椿の赤い顔を思いだすと、さまざまな感情が込み上げてくる。

（菊子さんの入院中に……私ったらほんとなにやってんの!?）

　不義理にもほどがある。ところが、もっともっと椿のそういう顔を見てみたい気持ちもあって複雑だった。

（……謝りにいこう）

　椿にではない。菊子に、だ。

　椿は「いやだ」と言わなかった。気持ちよさそうにしていたし、不快な思いはさせていない――おそらくだが。

　とにかく、正直にすべてを打ち明けるべきだ。菊子に対して申し訳ないという感情が心を埋め尽くしている。昨夜からずっとそうだ。これはもう、すぐにでも謝りにいったほうがいい。

　病院へ行く途中、コンビニで桃のゼリーを買った。桃は菊子の好物だ。土産を持っていくことで少しでも心証をよくしようという、なんとも姑息こそくな考えである。

（椿ちゃんにはもう近づかないで……って言われるかも）

　病院に入る一歩手前で急に怖気づいて足を止める。

　前へ進めない。それどころか、踵を返しそうになる。

（出直そうかな……）

　いや、だめだ。菊子に隠し事はしたくない。信頼されて『家庭教師』を頼まれたのだと自負している。

　すみれは深呼吸をして病院へ入った。日曜日なので、見舞い客専用の出入口からだ。まだ朝早いからか、見舞客はまばらだった。

（あ……病室、移ってたりしないよね？）

　確かめもせずに先日と同じ病室まで来てしまったものの、部屋の外のプレートには『山野　菊子』と表示されていた。

　引き戸は開け放たれていたので、ノックはせずに中のようすを窺うかがう。菊子はベッドに座って窓の外を眺めていた。

「おはようございます、菊子さん」

　声をかけると、菊子は「まあ、おはよう」と答えてほほえんだ。その笑顔を見て心が鈍く痛む。入院中の女性にするような話ではないのでは――と、ここまで来たというのに迷う。

（やっぱり――今日はやめよう。菊子さんが退院してから、家で話そう）

　そう思い直してすみれは口を開く。

「あの、これ。桃のゼリーです。昨日は手ぶらだったから……」

「あらあら、気を遣わなくていいのに。でもありがとう」

　菊子は桃のゼリーを両手で持って顔をほころばせている。

「えっと……それで、退院はいつになりそうですか？」

　菊子は笑んだまま緩く首を横に振る。

「死ぬまでこの病院で厄介になるつもりでいるの。幸いここの病院長さんとは古い知り合いでね。明日にでもケア棟のほうへ移らせてもらえることになったのよ」

「え――」

「だからね、すみれさん。もしよかったら椿と一緒にあの家に住んでくれないかしら。すみれさんがいてくれたら安心だもの」

　驚きのあまり声が出ない。椿と一緒に暮らせたら嬉しい。だが自分にそんな資格があるのだろうか。すみれは「でも……」と口ごもる。

「アパートの契約期間が決まっていて動けない？」

「いえ、それは……大丈夫ですが」

「じゃあ……どうして？」

　菊子は勘づいているのだろうか。

（そりゃ、そうだよね。だって私、ひとりで来たんだもん）

　菊子は「椿はどうしたのか」と訊かなかった。すみれが、大切な話があってここを訪ねてきたとわかっているのだ。

「一緒には……住めません。だって、私――」

　唇が震えて、うまく言葉を紡ぎだせない。

「私は、椿ちゃんに……っ」

　瞳に涙が浮かぶ。すみれはもうこれ以上ないというくらいに大きく息を吸い込んだ。

「手を出してしまったんですっ」

　すみれの声が病室にこだまする。

　そのあとで、個室とはいえ病院なのだからもっと小さな声で話さなければと自身を咎めた。

「……好きなんです、椿ちゃんのこと。友人とか、大学の後輩だとか……なんていうか、そういう好きとは明らかに違ってて。椿ちゃんの全部が、欲しくなっちゃったんです。それで、椿ちゃんに――」

　ああ、なにを言っているのだろう。

　不道徳で、反社会的で、非常識なことを口走っている自覚はある。

　しかし本当のことなのだ。こんな不埒ふらちな感情を菊子に隠したまま椿と同居するなんてできない。罪悪感で心が潰れてしまう。

　すみれは俯き、床を見つめた。

　どんな咎めも受けるつもりでいた。ところが、頭上から降ってきたのは「ふふ……」という菊子の笑い声だった。

　上を向けば、菊子は目尻を拭っているところだった。菊子の瞳にはかすかに水粒が見えた。

「そんなにも椿のことを思ってくれて……嬉しい。嬉しくて、涙が出ちゃった」

　いたずらっぽくそう言って菊子は満面の笑みを見せる。

「怒らないんですか……？」

「椿もすみれさんを好いているから。あの子はあなたに友人以上の感情を抱いている」

「そう……でしょうか」

　菊子は大きく頷く。

「だからなんにも問題ないですよ。椿を、どうか末永くよろしくね」

　今度はすみれの瞳からぼろぼろと涙が零れ落ちる。

　まさかそんなふうに言ってもらえるなんて、思いもしなかった。そして、認めてもらえることがこんなに嬉しいなんて――。

　菊子がハンカチを貸してくれる。すみれは「ありがとうございます」と言いながらハンカチで目元を拭った。

「ふふ……じつはねぇ。私と椿は血が繋つながっていないの」

「へ――？」

　今日は驚くことばかり起こる。菊子の言葉の意味がすぐには呑み込めない。

「あの子には内緒よ。椿はね、私が愛した女性の子どもなの」

　菊子は口元に親指を立てて微笑している。

　しばらく呆然としていたすみれだが、椿の部屋に女性同士の恋愛を綴った本ばかりがあったのはそういうことだったのだと妙に納得した。

「いまごろ椿が寂しがっているかもしれないから、早く家に行ってあげて。ああでも、すみれさんのご両親にも相談しなくてはならないわねぇ」

「あ、それは私から話します。両親は……大賛成だと思います」

　両親はもともと「だれかとルームシェアしたら？」と言っていた。アパートに一人暮らしすることをよく思っていないようだった。

　病院をあとにし、山野家へと歩きながら母親に電話をかける。

「――というわけで、山野さんのお家に住みたいんだけど」

『あらぁ、いいじゃない。近いうちに私もお見舞いとご挨拶に行くわ』

「それで……ええと、私……椿ちゃんのことが好きなんだよね」

『そりゃあ、嫌いな子とは同居できないでしょうよ』

「だから、その――」

『椿ちゃんにばっかり家事を押しつけちゃだめよ。あなたもちゃんとしなさいよね、年上なんだから』

「それはわかってるよ」

『じゃあお母さん忙しいから、またね』

　そうして電話は切れてしまう。

　相変わらずマイペースな人だ。こちらの真意が伝わったかどうか微妙なところだが、それはおいおい話すとしよう。

（――って、そういえばまだ椿ちゃんに確認してない！）

　椿に「一緒になんて住みたくない」と言われればそれまでだ。

　すみれはドキドキしながら山野家の門をくぐり、玄関チャイムを押す。

「すみれさん、おはよう」

　着物姿の椿が出てきた。玄関ではなく縁側からだ。すみれは「おはよう」と挨拶を返しながら「話があるの」と切りだす。

「……上がってください」

　椿はどこか消沈したようすだった。家に上がり込み、居間で茶を飲む。

「あのね、私――菊子さんの病院に行ってきたの。それで……全部、話してきた」

「全部、って？」

　いまさら、椿に無許可であんなことを話してよかったのだろうかと不安になったが、あとの祭りだ。

「椿ちゃんを好きだってこと。昨日、椿ちゃんに手を出してしまったことを」

　すみれは大きく息を吸い込み、続けて言う。

「でも菊子さんは怒らなかった。それで、私にこの家に住んでほしい、って……」

　それまで強張こわばっていた椿の顔が急に緩んだ。

「よかった……。昨日のこと、謝られたらぶん殴ってやろうと思ってました」

「ええっ!?」

　驚きながらも、それで椿はいつになく物憂げだったのかと理解した。

「ええと、それで……私、この家に住んでもいいかな？」

「もちろん、いいに決まってます」

　椿が真正面から抱きついてくる。すみれはためらいがちに、椿の華奢きゃしゃな体に腕をまわす。

「私とすみれさんは『他人』じゃないでしょ。だからむしろ……一緒に住むのは当たり前です」

　すみれの肩に顔を埋めていた椿が深呼吸をする。

「ずっとそばにいてくれなきゃ……困る」

　なんという破壊力だろう。あらゆる思考が瞬く間に吹っ飛ぶ。

　すみれは椿の背にまわしていた腕に力を込めて、ぎゅうっと抱きしめ返した。




　アパートの解約手続きをし、引っ越しの準備をする。荷物はもともとそう多くはなかったし、大きな家電のほとんどが部屋に備えつけのものだったので、引っ越し業者には頼まず自分たちで荷物を運ぶことにした。

　引っ越しの当日、両親がやってきて荷物運びを手伝ってくれた。

　両親は菊子のもとへ大量のフルーツを持って見舞いに行った。いっぽう菊子は「食べきれないから」と桃以外は全部くれた。

　両親が乗った車を椿とふたりで見送ったあとは自室で荷物の整理をした。すみれの部屋は椿と襖一枚隔へだてたところだ。

（ここって、椿ちゃんが私を避けてよく逃げ込んでた部屋だよね）

　あれから半年ほどが経った。まさかここに住むことになるとは、予想もしていなかった。椿の部屋とは襖一枚で行き来ができるが、別の襖から廊下へ出ることもできる。

「すみれさん？　入ってもいいですか」

　襖の向こうから椿の声がした。

「なぁに？」と言いながら襖を開ける。

「荷物は片づきました？」

「うん、このとおり」

　部屋の半分が荷物で溢れ返った部屋を手でかざしてみせると、椿はとたんに顔をしかめた。

「片づいたんですか？」

「うん？　そうだよ」

　なぜ二回も訊かれたのだろう。

「えっと……じゃあ、居間でお茶にしませんか？」

「うん！　そうしよう」

　すみれは上機嫌で部屋を出て居間へ歩く。

　台所で茶を淹れるのを手伝おうとしていると、

「すみれさんは座っててください。荷解きで疲れたでしょ」と言われたので居間で寛ぐことにした。

　円卓に置かれた湯呑みを「ありがと」と言って手に取る。

（椿ちゃんのお茶ってなんでこんなに美味しいんだろ）

　ほどよい湯加減なのはもちろんのこと、茶に渋みはなく甘さばかりを感じる。

「あぁ……しあわせ」

　声に出しているつもりはなかった。

「なにがですか？」と尋ねられて初めて、口に出ていたことに気がつく。

「椿ちゃんが淹れてくれるお茶、すっごく美味しいから。しあわせだなぁ……って」

　すると椿は頬を朱に染めた。

「一緒に――お風呂に入りませんか」

　ぽつりとした響きは独り言のようだった。

　テレビのほうを向いて茶を飲んでいたすみれは傍らにいる椿を振り返りながら「えっ？」と声を上げる。

　椿は冗談を言っているふうではなかった。

（い、一緒に……お風呂？）

　たとえば温泉地の大浴場ならば、一緒に入るのは自然なことだ。

（でも、家のお風呂にふたりで入るなんて――）

　小さな子ども同士ではないのだ。不自然である。

　すみれは「ゴホンッ」と仰々ぎょうぎょうしく咳払いをしてから言う。

「だめだよ。菊子さんに椿ちゃんのこと頼まれたから……できるだけ健全に生活するの！」

　そうして、平静を取り繕って茶を飲む。

「でもおばあちゃんは好きなだけいちゃいちゃしなさいって言ってた」

　とたんに口から「ぶっ」と茶が噴きだし、テーブルを濡らしてしまう。

「もう、なにしてるのすみれさん」

　素知らぬ顔で椿はすみれの口元をティッシュで拭く。

「え、えっ……？」

　困惑していると、

「私だって、ちゃんとおばあちゃんに話したよ。私の、気持ち」

　頬を上気させたまま椿は言葉を継ぐ。

「一緒に行った初詣で……私が願ったのはね、大学の合格じゃなかったの。だって、大学に受かるかどうかは私がどれだけ勉強するかで決まるから。だからね、神様には――すみれさんと恋人になれますようにって、お願いしたの」

「こっ――」

　そうだ。女同士とはいえそういうことをする間柄あいだがらとなれば紛れもなく『恋人』だ。

　椿がそんなふうに思っていたことが嬉しいのと同時に、歓びで全身が熱くなる。

　すみれがなにも言わないからか、椿は不安そうに首を傾げた。

「私のこと、一目惚れだって言ってたよね。すみれさんが好きなのって、その……見た目だけなの？」

「ちっ、ちがう！」

　ぶんぶんと首を横に振って否定する。

「椿ちゃんのこと、知れば知るほどもっと好きになったよ」

　すると椿は安堵したように破顔した。

「じゃあ……一緒に入ろう？」

　服の裾をクイッと引っ張られる。

「すみれさんは私といちゃいちゃしたくないの……？」

　上目遣いで迫られ、心臓がドキドキと暴れはじめる。

（お風呂……一緒に……椿ちゃんと……）

　そのとき、鼻に違和感を覚えた。慌てて押さえると、指に血がついた。

「ちょっ――」

　椿は言葉を切り、すみれの鼻にティッシュをあてがう。

「もうっ……なにを妄想したんですか？　すみれさんって大胆なのか初心ウブなのか……よくわかんない」

　椿は顔を赤くして眉間に皺を寄せている。

「ご、ごめん……」

　それから椿は鼻血が止まるまで鼻を押さえていてくれた。

「血は――止まったみたいですね。でもひどくなるといけないから、今日は軽くシャワーを浴びるだけにしましょう。私、先に浴びてきますね」

「ん、うぅ。いってらっひゃい」

　鼻と口を押さえながらだったのでおかしな言葉遣いになってしまった。

　椿はクスッと笑って居間を出ていった。

（初日から鼻血だなんて……私、大丈夫かな）

　だが椿の想いが聞けてよかった。ずっと気になっていたことだった。

「恋人――」

　初めての響きだ。まさか同性の恋人ができることになるとは夢にも思っていなかったが、なんの違和感もない。ごく自然なことのようにすら思えてくる。

　ひとりでいるというのにニヤついてしまう。椿が風呂から上がってくるまでに引きしめておかなければ変に思われてしまいそうだ。

　すみれはパン、パンッと両手で頬を叩くのだった。




　隣の部屋に椿がいると思うと眠れない。

（あ……そうだ）

　椿にブラジャーをプレゼントしようと思っていたので、彼女が寝ているうちに採寸してしまおう。どうせならサプライズプレゼントにしたい。

　そっと襖を開けて椿の部屋へ忍び込む。

（採寸、するだけだもん。寝込みを襲おうとしてるわけじゃ、ないんだから）

　月明かりを頼りに椿のもとへ歩み寄る。椿は横向きに寝ていた。かわいらしい。

（もともと童顔だと思ってたけど……）

　寝顔はよけいにあどけない。

　着物の衿元は少し乱れていた。谷間が垣間見えている。

　そこへ、メジャーをまわしてアンダーバストとトップバストを測った。横たわっているので正確ではないが、さすがに無理やり体を起こして採寸すれば椿は目覚めてしまうだろう。

　スマートフォンで椿の胸元を照らしてメジャーの数字を読み、画面をタップしてメモする。あとはメジャーを回収して自室へ戻るだけだ。

　たったそれだけだというのに、足が動かない。

　すみれは息を呑み、着物の衿元をはだけさせて乳房を露呈させた。手に持っていたメジャーでそこを擦り立てる。

　椿はまったく起きる気配がない。しだいに乳首が尖ってきた。

「んんぅ……」

　椿の小さな呻き声を聞き、すみれは全身をビクッと揺らしてスマートフォンの明かりを消した。

　メジャーを片手に自室へ戻る。大きな音を立てないよう気をつけながらそっと襖を閉め、ため息をつく。

（なにやってんの、私！）

　健全に採寸するだけのはずだった。それなのに椿の乳首をメジャーで擦って愉しむなんて――。

　頭を抱えながら布団に突っ伏した。メジャーは手に持ったままだった。

　暗がりの中でメジャーを手で弄ぶ。椿の乳首にあてがっていた部分を指で辿る。

　すみれはむくりと身を起こして布団の上に座り込み、パジャマの前ボタンを外してキャミソールを捲り上げ、椿にしたのと同じようにメジャーで乳首を擦った。

「ぁっ、あっ……はぁん……っ」

　自然と声が漏れでる。両手も口も止まらない。

「ふあぁあああっ……！」

　乳首だけで絶頂してしまった。

　直後、自分がこんなにも変態だったなんて――と気落ちした。

（私ったら浮かれすぎだよ。いろいろ自制しなくちゃ……）

　そうして自戒しながらすみれは眠りに就いた。




　大学の講義の合間にトイレへ立ち、席に戻るとバッグの側面につけていたはずのブローチがなくなっていることに気がついた。

「あれ……あれっ？」

「……どうしたの、すみれ」

「ここにつけてた花のブローチ、知らない？」

「……知らない」

「おっかしいなぁ――」

　廊下や机の下などあちこち探すものの、見つからない。

　悶々もんもんとしながらも紅葉とふたりで食堂へ行った。どことなくだが紅葉もまた元気がなく、ぼうっとしている。

「あっ……」

　水が入ったコップを紅葉が倒してしまった。彼女のバッグの上に水がかかる。紅葉がバッグを開ける。そしてその中に、見慣れたブローチがあるのを見てすみれは瞠目どうもくした。

「そのブローチ――」

　紅葉はビクッと肩を揺らしたあと、唇を引き結んで閉口した。

　拾ってくれたわけではないだろう。それならすぐに手渡されるはずだ。

「紅葉もそれ、欲しかったの？　椿ちゃんに言えばきっと作ってくれる――」

　とたんに紅葉の表情が崩れる。

「もうっ、どこまで鈍いの!?」

　紅葉は乱雑にブローチを握ると、それをすみれの手に押しつけた。

「こんなブローチ欲しくなんかない！」

　ではなぜ持っていたの。

　しかしそれを尋ねることはできなかった。紅葉はトレイを持って行ってしまった。

　すみれは呆然とその場に留まる。

「――ここ、いいですか？」

「椿ちゃん……」

　椿は、それまで紅葉が座っていた席に腰を下ろした。

「気にしないほうがいいですよ」

「えっと……うん。紅葉ったら最近ちょっと変なんだ」

「そうですか」

　遠い目をする椿を、すみれは言葉なく見つめた。

    
        [image: C05]

    
        第五章　小旅行


　休日の朝、玄関チャイムが鳴ればすみれと椿はふたりで玄関へと向かう。宅配便のおじさんとはすっかり顔なじみになった。

　両親から米と野菜が定期的に送られてくるのだ。それを、すみれは椿とふたりで台所へ運ぶ。

「なにをどこに置こうかぁ～」とすみれがぼやくと、椿は「お米はこっち。日持ちする野菜はこっち。あとは冷蔵庫へ」と指示してくれるので、そのとおりにする。

「すみれさんってホント、片づけるのヘタですよね」

　すみれはギクリと肩を揺らして苦笑する。

「う……そんな自覚はなかったんだけど」

「でもそういうとこも、好き」

　頬にちゅっとキスされたので、口をぱくぱくと動かしてうろたえる。

「朝ごはん作るから、居間で待っててください」

「は～い」

　朝食作りは椿が、後片付けはすみれがすることになっている。

　椿が作ってくれた食事を居間へ運び、テレビを見ながら朝食をとる。武家屋敷を巡る旅番組だ。椿はどうも番組のチョイスが渋い。菊子の影響だろう。

「行ってみたいな……」

　ポツリと椿が言った。

「そうだね、私も行ってみたい」

　椿と一緒の旅行ならきっとどこへ行っても楽しめる。

（でも先立つものがないんだよね）

　米や野菜は実家から送られてくるので食べ物には困っていないが、娯楽に使うお金はほとんどない。

　その日の午後は図書館へ行った。エントランスホールで司書アルバイト募集の貼り紙を見つける。

「ねえ、椿ちゃん。ふたりでやらない？」

「いいですね。お金が貯まったら、旅行しましょう」

　そうしてふたりでアルバイトを始めた。

「――きみ、いつもそんな感じの服だよね。すごく似合ってるよ」

　アルバイトに励んでいると、椿が利用客にそんなふうに声をかけられているのを目撃した。

「それはどうもありがとうございます。ですが図書館ではどうかお静かにお願いいたします」

　すみれがすかさず割って入ると、男性は眉根を寄せて「はは」と苦笑して立ち去った。

「もう……あれで何人目かな、椿ちゃんに声をかけてくるのって」

「こういう服……やっぱり目立つんでしょうか」

　和柄というのは人目を惹くらしい。

「大丈夫、いまみたいに私が守るから」

「――じゃあすみれは幽霊ちゃんの番犬ってわけね」

　どこからともなく現れたのは紅葉だ。紅葉もまた、図書館でアルバイトを始めてからたびたび訪ねてくるようになった。以前は図書館には寄りつきもしなかったのに、どうしたのだろう。

「そうですね。すみれさんはすごく頼りになります」

　椿が身を寄せてくるので、照れてしまう。するとどういうわけか紅葉はあからさまに不機嫌な顔になった。

「そろそろバイトに行こっと。じゃあね、すみれ」

「うん、また明日」

　ふたりは本の整理を再開する。

「あれ……？」

　椿がなにか拾った。

「これ、紅葉さんのですよね」

　アルバイト先の入店証のようだった。顔写真と名前が書いてある。

「私、届けてきます。すぐに追いかければ間に合う」

「それなら私が――」

　すみれがすべて言い終わる前に椿は行ってしまう。

　なかなか帰ってこないので、先輩司書に「山野さんは利用者の忘れ物を届けにいきました」と説明した。

　椿は三十分後に戻ってきた。

「申し訳ございません、勤務中に……」

　椿が謝ると、先輩司書の女性は「いいのよ、忘れ物を届けるのも仕事のうちよ」と、笑って許してくれた。

　翌日、講義室で紅葉と会う。

「あの子……バイト途中で抜けてまで届けにきてくれたんでしょ。私……嫌なことばっかり言ってるのに……椿ってお人よしすぎる」

『幽霊ちゃん』ではなく『椿』と呼んだことに驚き、目を瞠みはる。そうして気がつく。

「も、紅葉？　もしかして椿ちゃんのこと――」

　ブローチを盗ったり、あえて嫌味を言ったりするのは椿のことが本当は好きだからなのではないかと思った。

　ところが紅葉は眉間に、いまだかつてないほどの深い皺を刻んでいた。

「――すみれが思ってるのとは絶対に違う」

「ええっ、言ってもないのになんでわかるの？」

「あーあ、ほんともうやってらんない。これからもバイト前に寄るからねっ」

　どういう意味なのだろう――と、すみれは首を傾げた。

　図書館でのアルバイトを終え、椿とふたりで帰路につく。

　すみれは紅葉が言っていたことを椿に話した。

「……紅葉さんって素直じゃないですね。そのほうがいいけど。すみれさんは、いつまでもそのままでいてくださいね」

「う、うん……？」




　すみれは自室で通帳とにらめっこをしていた。だいぶん貯まってきたが、もっと節約しなければ椿へのプレゼントが買えない。

　そういうわけで学生食堂では最安値のカレーばかりを食べていた。

「お弁当を持っていきません？　学食のカレーは安いから、お弁当を作るのと経済的にはそんなに変わらないかもしれないけど……こんなに毎日食べてたんじゃ、栄養面が心配です」

　椿に、神妙な面持ちで提案された。

「そ、そうだね……。そうする」

「お弁当は私がふたりぶん作りますから」

「えっ!?　だめ、それは絶対に！」

　椿の負担にはしたくない。

「どうしてですか？」

「だって、大変じゃない？　朝からふたりぶんのお弁当を作るなんて」

「残り物も使う気でいるし、そうでもないですよ？　あ――でも、後片付けをしていただけると助かります」

「そっか――うん、そうしよう」

　椿が弁当を作り、調理器具の後片付けや弁当箱を洗う作業をすみれがすることになった。

　朝、居間に弁当が置いてあるのを見てすみれは心を躍らせる。

「お弁当なんて、高校生ぶり。楽しみだな～」

「そんな、期待しないでください。残り物も使うって言ったでしょ」

「でも、楽しみだよ。だって椿ちゃんが作ってくれたんだもん」

　満面の笑みで弁当を抱えると、椿は照れたようにほほえんだ。

　その日は講義のあいだもずっと、椿の弁当が楽しみで仕方がなかった。

　待ちに待ったお昼時。もともと『食べる』ことは好きだが今日はいっそう浮かれている。

　紅葉は学食なので、食堂にお弁当を持ち込んで食べる。そういう学生は多い。営利目的の食堂ではないので、お弁当の持ち込みは別段、禁止されていない。

「愛妻弁当ですか」

　紅葉が仏頂面で、いやに慇懃無礼いんぎんぶれいに言った。

「あっ、愛妻って……」

「もうっ、照れないでよ！」

　紅葉は息巻いて、バクバクと日替わりランチを食べ進める。

　すみれはひとつひとつを味わいながら「あぁ美味しい」と頬に手を当てて口元を緩ませた。




　大学で講義を受け、図書館でアルバイトをし、土日は菊子の病院へ行く。そんな日々が飛ぶように過ぎていった。

「お金が貯まったので旅行に行く」と菊子に報告すると、お小遣いをくれた。

「お土産、買ってきますね！」

「いいのよ、気を遣わなくて。楽しい思い出話をたくさん聞かせてね」




　歴史的価値のある武家屋敷群は電車で二時間ほどのところにある。

　宿に着いたあと、すみれと椿はそれぞれ着物に着替えて武家屋敷を散策した。

　大通りは多くの観光客で賑わっていた。『着物で巡ろう』をコンセプトに町おこしをしていて、観光案内所に着物を持ち込めば無料で着付けをしてもらえるそうなのだ。ゆえに和服の女性客が多く、雰囲気がある。

（まぁ私は椿ちゃんに着付けてもらえるから案内所なんて行かなくていいけど）

　鼻高々に椿を見る。和服姿の女性が行き交う往来を、爛々らんらんとした瞳で見まわしている。

「――ん？　あの子、どうしたんでしょう」

　椿の視線の先を見る。少女がひとりで、きょろきょろしながら歩いている。どことなく椿に似ていた。

「声かけてみよっか」

　ふたりは少女に近づき「どうかしたの？」と尋ねる。

「おかあさんとはぐれちゃった……」

　すみれと椿は声を揃えて「ええっ」と言う。

「お母さんか、おうちの電話番号はわかる？」

　少女は不安そうな顔のまま首を横に振る。

「じゃあ、おうちの住所も……」

　虫の鳴くような声で「わからない」と答えた。見たところまだ六、七歳といったところだ。

（どうしよう、困ったな）

　交番に連れていくのが正解だとは思うが、この町のどこに交番があるのかわからない。

（ひとまず観光案内所に行くべきだよね）

　そう提案しようとしていると、

「じゃあ一緒に捜してあげる！」

　椿が言うので、すみれは目を丸くする。

「ねっ、すみれさん」

「う、うん。そうだね」

　それで見つからなければ観光案内所の人に託せばよい。椿の言うとおり、まずは自分たちで捜してみよう。

「でもひとまず観光案内所に行こう。お母さんもこの子を捜してるだろうし」

　しかし観光案内所に母親の姿はなかった。ここで待っていれば母親が来るような気もするが――。

「私……この子と一緒にお母さんを捜してあげたいです」

「よし、じゃあもうちょっとだけ捜してみよう。それで見つからなかったら、観光案内所でお母さんを待つ。案内所の人にも言っていこう」

　少女を捜しに母親が来たら連絡してほしいと伝え、案内所の人に携帯電話番号を教えて外へ出た。

　三人で駆けまわってあちこち捜す。

「――おかあさん！」

　見つかる頃には汗だくになっていた。少女の母親に、涙ながらに礼を言われた。母親が観光案内所で着付けをしてもらっているあいだに外へ出て迷子になったらしい。少女の姿が見えないことで気が動転した母親は、案内所の人に相談もせず着物姿で捜しまわっていたそうだ。

　すみれは案内所に「少女の母親が見つかった」と電話した。

「一時はどうなることかと思ったけど、お母さんが見つかってよかった」

　菊子へのいい土産話になりそうだ。

「あちこち走りまわったから汗だくになっちゃったね」

　陽も傾いてきた。

「今日はもう旅館に戻ろう」

「そうですね」

　客室は露天風呂付きだった。源泉かけ流しの円形風呂だ。学割で、露天風呂のない部屋と同じ料金で宿泊できる。

「あれ、これってどうやって脱ぐの？」

　帯の解き方がわからない。

「もう……脱がせてあげます」

　背後から、それも耳元で囁ささやかれてドキリとしてしまう。

　椿は手を動かしながら話す。

「じつは私も、観光地で迷子になったことがあったんです。それで、放っておけなくて」

「椿のそういうとこ、好きだよ。困ってる人を放っておけないよね」

「それは……すみれさんもでしょ。私のこと、助けてくれた」

　帯が畳の上に落ち、衿元が緩む。すみれは椿のほうを振り返って、

「違うよ。放っておけなかったわけじゃない。そばにいたかっただけ」

　すると椿は唇を噛み、どこか切なげに眉根を寄せて頬を赤くした。そんな彼女をジイッと見つめる。

「すみれさん、一緒に入りましょ？　今日は鼻血、出さないでくださいね」

　肌襦袢はだじゅばんと一緒に着物が腕から抜ける。ブラジャーは身に着けていなかったのでショーツと足袋たびだけになった。すみれは胸元を押さえる。

「あ……その恰好、いいですね」

「なっ、なに言ってるの。椿ちゃんも脱いで」

「先にお風呂に行っててください」

「ん――わかった」

　椿が着物を脱ぐところを見たかったが、そう言われては仕方がない。

　すみれは椿に背を向けて足袋とショーツを脱ぎ、部屋の奥――露天風呂へと歩いた。

　夕闇の中、湯気が立ち込めている。かかり湯をして湯船に足を浸ける。熱い。浴槽の端に腰かけて、足だけを湯の中に投げだして肌が湯に馴染むのを待つ。

　椿が来たのが気配でわかった。

「……こっち向かないでください」

「なんで？」

「恥ずかしいから」

「薄暗いからよく見えないよ」

　椿はタオルで前を押さえたまま隣に座った。

（どうしよ……ドキドキしてきた）

　ちらりちらりと横を盗み見る。椿は目を伏せて、なにも話さない。

　心臓が、ありえないくらい早鐘を打っている。自身を落ち着かせるように「すぅ～はぁ～」と深呼吸した。

「どうしたんですか？　深呼吸なんかして」

「観光地の新鮮な空気を取り入れてるの」

　椿もすみれに倣ならって大きく息をする。

「そう言われてみると空気が美味しいような」

「でしょ？」

　こうしてたわいのない話をしていると和む。

　だが物足りない。椿に触れたい。

「ねえ、椿ちゃん。いつまでタオルで押さえてるの？」

「……だめですか？」

　少し戸惑ったようすで椿が答えた。

「うん――だめ。だって、椿ちゃんを全部見たい」

　タオルを引っ張って奪いとり、自分の背中側へ置く。

　椿は恥ずかしそうに身をくねらせて胸元を隠す。

「触らせて……」

　椿の頬と首筋、それから鎖骨や胸を掠めて下半身まで撫で辿った。

「やっ、やぁっ……くすぐったい」

「くすぐってるんだもん」

　どこをどうくすぐれば、もっと高い声で啼ないてくれるのだろう。

　恍惚こうこつとした表情ですみれは椿の腰元を掴んで撫で上げる。

「だめ……っ、やぁん……」

　加虐心を刺激する声だ。

　椿の腕を退けて、ふたつの膨らみを鷲掴わしづかみにして下から揺さぶりをかける。

「あっ、ぁっ……はぅんっ……！」

　湯で湿った艶やかな黒髪が素肌に張りつき、喩たとえようのない色香を醸かもしだす。少しでも刺激すれば椿の乳頭はすぐにいきり立つ。薄暗い中でもそれがわかった。ツンと張りつめているそこの根元を指で突つつく。

「ひゃっ……やんっ！　あ、あぁっ……」

　根元や乳輪ばかり擦り立てて、乳首のてっぺんには触らない。

「すみれ、さんっ……はやくぅ」

　椿はねだるのが上手になった。足の付け根をトクッと疼かせながらすみれは椿の胸飾りを指でつまむ。すると椿にも、同じように乳首をつままれた。

「えっ？　ゃ、椿ちゃん……私は、いいから」

「ヤ……です。すみれさんにも、気持ちよくなってもらいたいから……」

「私は椿ちゃんの乳首をこうして引っ張り上げてるだけでも気持ちいいよ？」

「んっ、んっ……！　ゃん、んっ……だめ、です。私も、さわりたいの。……すみれさんは、私に乳首をいじられるの……気持ちよくない？」

　ゆっくりと慎重に、探るように乳首を捏ねられる。

「気持ち、いいよ……すごく。気持ちよすぎて、椿ちゃんの乳首を舐めたくなっちゃった」

「なっ、なにそれ――」

　すみれは身を屈め、椿の乳房を下から押し上げる。

「やだ、ほんとに？」

　困惑した椿の声など気にかけず、膨らみの先端を口に含む。

「やぁあんっ！　ぁん、あぁっ……ふぁあっ」

　喘ぎながらも椿は手を休めない。すみれの乳首を押したり引っ張ったりしている。

　すみれも負けじと椿の乳首を舐め転がした。初めよりもずいぶんと硬くなった。きちんと感じてくれているらしい。

　すみれはそのまま舌を滑らせて湯に浸かり、椿の両脚を手で左右に広げた。

「やだっ、すみれさん……！」

　咎められても止められない。

　椿の花園の中央にある花芽はヒクヒクと蠢うごめいていた。その頂点を、指でそっと撫でる。

「ひあぁぁあっ！」

　ビクンッと全身を弾ませる椿がかわいらしくてたまらない。そうしていつも、めちゃくちゃにしたい衝動に駆られる。

（でも、椿ちゃんが嫌がることはしない）

　不快な気持ちには絶対にさせたくない。

　椿の表情を注視しながら、小さな肉粒を指でゆっくりと嬲なぶる。指の動きは、椿の「あぁ、ふぁああっ」という嬌声きょうせいに比例して速度を増す。

「ひゃっ、やぁあうっ……あぁ、んぁぁあんっ――!!」

　椿が絶頂するときの顔にはいつも目を凝らす。少しも見逃したくない。

「うぅ……」と呻きながら椿は眉根を寄せる。

「私ばっかりじゃ嫌って言ってるのに」

　仕返しだと言わんばかりに湯の中で胸を揉みまわされる。

「すみれさんのおっぱい、おおきい」

　どこかたどたどしく椿が言うのでまたもやムラムラしてくる。

「も～、また触りたくなってきちゃった」

「やっ、もうだめ！」

「どうして？」

「私のほうが鼻血が出ちゃう」

「出していいよ？」

　すみれが笑いながら言うと、椿は困ったように――それでいて嬉しそうに相好そうごうを崩した。

　ふたりしてのぼせてしまいそうだった。




　入浴後は部屋に備え付けの浴衣を着て部屋食をとる。椿は食が細いので、椿のぶんまですみれが食べた。

「すみれさん、よく食べるのにどうしてそんなに痩せてるんですか？　あっ、全部胸にいってるんだ」

　ごく真剣な表情で椿が言うのでおかしくなってしまう。

「あっ……そうだ、椿ちゃんにプレゼントがあるの」

　すみれはボストンバッグから紙袋を取りだして手渡す。

「えっ、ありがとうございます。でも……なんで？　私、誕生日とかじゃないですよ？」

「まぁ開けてみて」

　袋から和柄の下着が出てくると、椿は嬉しそうに顔をほころばせた。

「さっそく着けてみて？」

「すみれさんは後ろ向いててください」

「はいはい」

　壁を見ながら、まだかまだかと待ち受ける。

「――着ました」

　白地に金刺繍が入ったブラジャーとショーツは思ったとおり、椿にとてつもなくよく似合っている。

「どうですか？」

「うん、サイズもピッタリだし、完璧！」

「本当、ピッタリ――」

　しだいに椿の表情が訝いぶかしげなものへと変わる。

「……って、なんで私の胸のサイズを知ってるんですか？」

「えっ？　それはまぁ……いいじゃない」

「よくないです」

　椿がじりじりと詰め寄ってくる。

「もしかしてすみれさん――」

　すみれはギクリとして身を強張らせる。

「しっ、してないよ。寝てる椿ちゃんの乳首をメジャーで擦ったりなんか！」

　心の中で「しまった！」と叫んで口元を両手で押さえるものの、時すでに遅し。

「……したんですね」

　椿の顔が真っ赤になっていく。

「もうっ!!」

「うぐっ！」

　押し倒され、畳の上に寝転がる。

「――好きです、すみれさん」

　頬ずりされた。

「私ばっかりすみれさんに貰ってる」

　つけたばかりの下着のストラップを指に引っかけて、椿が申し訳なさそうな顔をする。

「気にしないで。いまからたっぷり貰うんだから」

　そうして唇を啄めば、椿は蕩とろけるような至上の笑みを浮かべた。
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